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  第一章　神の性質


  



  
    「また、七人の御使いのひとりが来て、私に語って言った、『ここに来なさい。あなたに小羊の妻である花嫁を見せよう』。そして彼は私を御霊の中で、大きな高い山へ連れて行き、聖なる都エルサレムが天から出て、神から下って来るのを私に見せた。」（黙示録二一章九～十節）

  


  
    「あなたたちはシオンの山に、生ける神の都である天のエルサレムに来ているのです。」（ヘブル人への手紙十二章二二節）

  


  
    「しかし、上なるエルサレムは自由であって、それは私たちの母です。」（ガラテヤ人への手紙四章二六節）

  


  私たちの時間の最初の時を、私たちがどこにいるのかを理解する取り組みにあてます。これらの節は私たちがどこにいるのか、とても正確に告げています。御言葉は言っています、「あなたたちは天のエルサレムに来ているのです」「上なるエルサレム（すなわち天のエルサレム）は私たちの母です」。さて、御言葉は私たちがどこにいるのかを告げていますが、その説明はしていません。今週私たちは、私たちが来ているものに専念することにします。


  さて、この黙示録の最後の数章を読む時、「これはみな将来のことである」と考えがちです。「聖なる都、新エルサレムが天から出て、神から下って来る」――これは確かに将来のことではないでしょうか？これには将来の面もあるかもしれませんが、これらの聖書の御言葉は、私たちはすでにそこに来ている、と言っています。これが奇妙に聞こえることは承知していますが、共に過ごすこの時、これがまさに意味するものを私たちは見ることになると思います。ですから初めに、私たちの学びのために基礎を据えなければなりません。


  



  なぜこれらの章が書かれたのか？


  



  第一に、使徒ヨハネが新エルサレムに関するこれらすべてのことを書いた動機と時期を理解しなければなりません。これが書かれたのは、クリスチャンたちがとても厳しい迫害に遭っている時でした。クリスチャンに対する大きな迫害の波が進んでおり、キリスト教はこの世からとても強力な反対を受けていました。そのため、クリスチャンが主イエスに忠実であるには、とても大きな代価が必要でした。ご存じのとおり、これを書いた使徒ヨハネ自身、イエスの証しのためにパトモス島に流されていました。


  まさにこの最初の点が、これらの章をとても今日的なものにします。キリスト教に対する新たな迫害の波がすでにこの地上に起きており、東から西まで広まりつつあります。私たちがここにいる間も、多くの主の僕たちがイエスの証しのために牢獄にいます。ですから、この書は何世紀も前に起きた出来事や将来の出来事と関係しているだけでなく、私たちの時代にも実際にあてはまることがわかるでしょう。


  天のエルサレムのこの幻が書かれたことに関する第二の点は、諸教会が最初の愛を失いつつあった時に書かれたということです。ある変化が諸教会に訪れていました。この書の最初の数章は、その変化がいかなるものだったのかを、私たちに示しています。最初の愛、最初の生活、最初の栄光が失われつつありました。今日、多くの場所で、これがいかに真実であるかは、はっきりとわかります！今日の大きな叫びは、「最初に戻ろう！」です。


  これらの章が書かれるに至った三番目の理由は次のようなものです。すなわち、当時、多くの偽預言者たちや偽教師たちがキリスト教の中に混乱をもたらしつつあったこと、そして、「聖徒たちに一度かぎり伝えられた」信仰が純粋さを失いつつあったことです。ごく短い手紙を書いたある使徒は、「聖徒たちに一度かぎり伝えられた信仰のために熱心に戦う」ために書かざるをえなかった、と言いました（ユダの手紙三節）。これは、今日私たちがその中に生きている、もう一つの状況ではないでしょうか？多くの偽教師が神の民を混乱させているため、彼らは何を信じるべきかほとんどわかっていないのです。


  おそらく、聖書の中で黙示録ほど混乱させられている書はないでしょう。多くのクリスチャンは黙示録を読むのをあきらめて、「私はこの書についてどう考えたらいいかわかりません。この聖書教師はこういう解釈をしていますが、別の教師は別の解釈をしています」と言っています。黙示録に関する異なる解釈がいくつあるのかあなたに告げようとしても、私にはできません！


  さて、これがヨハネが書いた時の状況です。ご存じのとおり彼は、「多くの偽キリストが現れた」と手紙の中で述べています（ヨハネ第一の手紙二章十八節）。天のエルサレムのこの啓示が与えられたのは、こうしたあらゆる状況のためだったことを、私たちは覚えておかなければなりません。


  しかし、もう一つの点に注目しましょう。この書が書かれたのは、この世に対する裁きが始まりつつあった時でした。この書を読み通しさえすれば、この世の上に臨みつつあった裁きがわかります。裁きは地上のエルサレムから始まりました。私が思うに、歴史家ヨセフスによって与えられたエルサレム破壊の記事ほど恐ろしい文献はありません！しかし、地上のエルサレムが破壊されて取り除かれる時、天のエルサレムが視界に入って来ます。


  この世に対する裁きはエルサレムから始まり、次にローマ帝国とローマ自身の上に臨みました。偉大な素晴らしいローマ帝国が荒廃するのは遠い先のことではありませんでした。ローマ帝国は、そのすべての富、贅沢、豊かさから、飢饉と疫病へと没落しました。そして経済状況がとても悪化したため、最も裕福な人々ですら食物を乞い求めました。ですからこの書の中に、これらの疫病と飢饉と戦争、そしてこの世の上に臨みつつあったこうしたあらゆる状況が記されているのです。この世に対する神の裁きが始まりつつありました――これらの裁きは私たちの今日の世界には始まっていない、と誰が言えるでしょう？さしあたって、これを後にすることにします。


  ですからここにあるのは、苦難、腐敗、栄光の喪失、主の民の最初の愛からの転落という状態であり、偽りと霊的弱さという状況です――今も昔も、状況がこのような時、天のエルサレムが示されます。天のエルサレムこそ、こうしたあらゆる状態に対する答えなのです。それはまさに、こうしたあらゆることと正反対です。


  さて、さしあたってこれを後にして、黙示録の最後の数章の核心に迫ることにします。


  



  それはいったい何を意味するのか？


  



  私たちはこの聖なる都の意味を知りたいと思います。あまり先に進まないうちに、あなたたちの観念の多くは徹底的に覆されるでしょう！あなたたちが歌う詩歌の多くは損なわれるでしょうが、さらに良いものを得るでしょう。終わる前にあなたたちが新しい歌を歌っていることを私は望みます。


  自分のクリスチャン生活を真摯に受け止めているクリスチャンは、自分の経験を解き明かしてくれるものを常に求めています。そのようなクリスチャンたちは、表向きはそうは見えなくても、心の中ではすべてを解き明かしてくれるものを求めているのです。私たちのクリスチャン生活で、「これはいったい何を意味するのだろう？これはどういう結末になるのだろう？」と私たちは尋ねます。世の人々も、「これはいったい何を意味するのだろう？」という問いを発しています。数年前、私が病院にいた時、そこには両足を切断した人がいました。私は彼がベッドの中でほとんど毎日、「これはいったい何を意味するのだろう？」とうめいているのを聞きました。ローマ人への手紙八章で使徒パウロがうめいている被造物について述べているのは覚えておられるでしょう――「全被造物は共にうめき、共に産みの苦しみをしています」（二二節）――うめく被造物に耳をあてるなら、何が聞こえるでしょう？間違いなく、「これはいったい何を意味するのだろう？」と聞こえるだろうと思います。次に使徒パウロは続けて言います、「私たち自身も、自分の内でうめいています」（二三節）。私たちの心の中には、「これはいったい何を意味するのだろう？クリスチャン生活の中の困難、試み、苦しみはいったい何を意味するのだろう？これはどういう結末になるのだろう？」という深い問いがあります。


  さて当然のことながら、この問いに対する答えを与えること、そして神の民がその意味を理解する手助けをすることが、クリスチャン教師の仕事です。ですから私たちは、「この道を照らす光となる解き明かしを聖書の中に見いだせるのか？」と問わなければなりません。


  



  万事に対する鍵


  



  私は言いたいのですが、解き明かしがあるのです。そして、この聖書の最後の二つの章こそ聖書中最高の解き明かしだと思います。この最後の二つの章を理解しさえすれば、大いなる光が私たちの心を照らし、「今こそわかりました。私は万事に対する鍵を持っています」と私たちは言うでしょう。さて、これは万事に対する鍵という大きな要求を二つの章に課すことになります。


  私は言葉をもてあそんでいるのではありません。私は何日も何週間もこれについて思いめぐらしました。ですから、これはたんなる空しい言葉ではありません。万事の解き明かしとは何でしょう？聖書の中に万事を支配している一つの事柄があり、それが最後の数章で完全に顕現しています。万事に対するこの鍵とは何でしょう？これを短い句で言うなら、もちろんあなたはその意味がわからないでしょう。しかし、それについて考えれば考えるほど、それが真実であることがわかるでしょう。聖書の中で最初から最後まで万事を支配しているものとは、神の性質です。この句を理解できたでしょうか？神の性質が万事を支配しています。「神の性質」とは、神ご自身の構成そのものです。私たちは人々のことをこう言います、「まあ、あの人はあのように構成されているのです。だから、あのように考え、感じ、話すのです。あのように構成されているからこそ、あのように話し、考えるのです。あれがまさに彼の構成です」。あなたが何をしようと、あなたは自分自身の構成から逃れられません。あなたの構成のゆえに、あなたはあなたがするように振る舞うのです。


  これが「神の性質」という句で言わんとしていることです。「それは、神がそのような方であるがゆえに、神が万事をご覧になる方法である」とも言えるでしょう。


  さて、私たちのクリスチャン生活の実際上の学課の一つは、神は私たちとはかなり異なる方法で万事をご覧になる、ということを学ぶことです。神はご自身の性質という観点から物事をご覧になります。もし何かが神の性質を満たすなら、神の目はそれをいのちで満たし、神は「わたしはこれを喜ぶ」と言われます。しかし、もし何かが神の性質を満たさず、神がそれを受け入れないなら、その目は暗くなります。神はご自身の性質にしたがって万事を裁かれますし、ご自身の性質にしたがって万事を決定されます。神は常に物事の価値を、それがご自身の性質にどう応答するかにしたがって決定されます。神はご自身の性質という標準に基づいて永遠の運命を決定されます。これはあなたにとって理解するのがあまりにも困難でしょうか？これを理解しないかぎり、あなたは決してこの都を理解できません。また、これを理解しないかぎり、なぜイエス・キリストが世に来られたのか、あなたは決して理解できません。神はご自身の性質という観点からこの世の運命を決定しておられます。そして、御子イエス・キリストが神の決定基準なのです。


  万事の上に君臨している一つの問いがあります。それは、「これは神の性質を満たしているのだろうか？」という問いです。聖書は神の事実をもって始まり、完全に表現された神の性質をもって終わります。神の御心と御性質のこの完全な表現が、都と園という象徴で私たちに与えられています。あなたは私が用いた言葉に気がついたでしょうか？都と園という象徴――これはあなたたちの数々の詩歌を覆すものであり、あなたたちの思いに徹底的変革を迫ります。「自分は何らかの物体、どこかの場所である天のエルサレムに向かっている」とあなたはお考えでしょうか？申しわけありませんが、「あなたは間違っている！」と私は言います。


  
    「乳と蜜で祝福された

    黄金のエルサレム！」

  


  と歌う時、それはどういう意味でしょう？


  
    「私たちはシオンに向かって登りつつある」

  


  と歌う時、それはどういう意味でしょう？


  「川から飲むこと」や「いのちの実を食すこと」について話す時、それはどういう意味でしょう？


  もし私が真の意味を理解していなければ、あなたたちの愛らしい心象風景を壊すことをとても申しわけなく思ったにちがいありません。文字どおりの新エルサレムなるものはありませんし、ヨハネの幻に相当する文字どおりの天の都なるものもありません。しかし、はるかにまさったものがあります。そしてそれこそ、私たちがもっとよく考慮すべきものなのです。


  



  この象徴はなぜか？


  



  終わるにあたって、この黙示録の書全体、とりわけ最後の数章が象徴的用語で記された理由をあなたたちに話すことにします。この書は最初から最後まで、ほとんどすべて象徴です。なぜでしょう？その多くは遠い将来に関する預言だっただけでなく、当時の歴史をも扱わなければならなかったからです。大いなる龍や海から上がってくる恐ろしい獣について話すかわりに、「皇帝は恐ろしい龍であり野獣です。皇帝はそのようなものです」とヨハネが言ったとしましょう。さて、何が起きただろうかは理解できるでしょう！ですから、これらの歴史的真理は象徴で示され、クリスチャンたちは理解したのです。ペテロがローマを「バビロン」と呼んだことはご存じでしょう。さて、ローマ人たちはこれを読んで、「ああ、彼はバビロンについて話しています。バビロンとはどこでしょう？」と言ったでしょう。しかしクリスチャンたちは、ペテロのバビロンがローマであることを理解しました。ですから、それはすべて象徴で記され、クリスチャンしか理解できませんでした。聖なる都についても同じです。それは文字どおりのものではなく、霊的な何かを示すものです。それは想像ではなく霊的実際であることを、クリスチャンたちは理解しなければなりません。主イエスは弟子たちに言われました、「あなたたちは神の王国の奥義を知ることを賜っていますが、他の者たちにはたとえで示されます」（ルカによる福音書八章十節）。つまり、あなたたちは理解しますが、他の者たちは理解しないのです。ですから、これらの章は霊的に理解しなければなりません。この都、この天のエルサレムは、神の性質に完全にかなっているものです。それに関する詳細はみな、神の何らかの性質を示しています。ですから、ヘブル人への手紙の著者は言います、「あなたたちは天のエルサレムに来ているのです」。


  さて、この序論はどうしても必要でした。今はたいして霊感を与えないかもしれませんが、私たちが扱わなければならないものが何か、そして、これはなぜ私たち自身の生活や私たち自身の時代にとってこんなにも重要なメッセージを伝えているのか、私たちは理解しなければなりません。今朝私が言ったことをすべて忘れたとしても、一つのことだけ覚えて持ち帰り、それについて考え、思いめぐらし続けてください。その一つのこととは、私たちの生活における神の働きはみな、神ご自身の性質という根拠に基づいている、ということです。私たちは「神の性質にあずかる者たち」となるよう召されています。神が私たちを完成される時――もし私たちが神にご自身の道を行かせるなら――私たちは神の性質の完全な表現になるでしょう。そして、そのような民の大群衆、神の御心の生ける表現をあなたが持つ時、あなたは天のエルサレムを持ちます。


  さてお望みなら、あなたたちは再び「私たちはシオンに向かって登りつつある」と歌うことができます。しかし、その意味するところは確かでありなさい！


  



  第二章　都の性質


  



  私たちは黙示録の最後の数章に関する考察に取り組んでいます。特に、天から出て神から下ってくる新エルサレムについて扱っている箇所です。これとの関連でヘブル人への手紙の三つの節を見てください。


  
    「信仰によって、彼（アブラハム）は他国の地にいるように、約束の地で他国人となり、同じ約束の共同の相続人であるイサクとヤコブと共に、天幕に住みました。なぜなら、彼は土台のある都を求めていたからです。その建設者と製作者は神です。」（十一章九、十節）

  


  
    「しかし、あなたたちはシオンの山に、生ける神の都に、天のエルサレムに来ているのです。」（十二章二二節）

  


  
    「私たちは、ここに永続する都を持っていないからです。しかし、私たちは来たるべき都を求めています。」（十三章十四節）

  


  この都に関する考察を続ける前に、この黙想の目的について、とても厳粛な言葉を述べたいと思います。私はあなたたちに申し上げたいのですが、これは大会のためのたんなる主題の一つではありませんし、一連の集会のためのたんなる聖書研究でもありません。私は強く確信していますが、これは私たちが生きているこの重大な時にあたっての神からの言葉であり、私たちはこの世界の歴史の中で最も重大な時に生きているのです。今日、この世界中の国々で起きていることを知っていたなら、「これはどこまで行くのだろう？」という一つの問いが私たちの心を満たしていたでしょう。様々なことが起きているため、この全世界にその大きな変化が訪れるのを、いま生きている多くの人が見るようになることも大いにありえます。「次の二十年、あるいは二十五年以内に、この現在の世界秩序が終わりを告げることも大いにありうる」と言っても過言ではありません。これが意味するのは、中年層の人々が生きている間にこれが起こりうるということであり、もっと若い人々についてはなおさらであるということです。私の望みは警醒家になることではありませんが、いま述べたことは大いにありうることです。その時を間近に迫らせるほど、世界でとても多くのことが起きています。


  私は預言しているわけではありません。ですからそれが起きなくても、私が偽預言者だったとはだれも言えないでしょう！私が言っているのはただ、大いにありうるということです。もしこれが本当なら、神はメッセージをご自身の民に送って備えをしてくださると期待してもいいでしょう。ですから繰り返しますが、これは一週間分の聖書のわずかな教えにすぎないものではありません。ごく間近に迫っていることに私たちを備えさせるための、主からのメッセージかもしれないのです。


  さて、前に述べた主要な点にあなたたちを連れ戻さなければなりません。なぜなら、それこそ他のすべてのまさに中心だからです。その主要な点とは、この世界の歴史全体を支配しているのは神の性質である、ということです。神がこの世界を創造された時、神はそれをご自身の性質の表現となるよう創造されました。ですからどこを見ても、神がどのような方か見ることができたでしょう。神が人を創造された時、神は人がご自身の表現となるよう意図されました。神は、「われわれのかたちに、われわれのすがたに似せて、人を造ろう」（創世記一章二六節）と仰せられました。これがまさに意味するのは、神が意図されたとおりの者に人がなる時、神がどのような方かを私たちは見ることになる、ということです。神は創造を完成された時、「とても良い」（創世記一章三一節）と仰せられました。神がどのような方か考えると、神が何かを「とても良い」と言えるためには、それは神の性質を真に満たしていなければなりません。


  次に、万物は神から遠ざかり、神にとって喜ばしいものではなくなってしまいました。神が世界をご覧になった時、神はご自身の性質が表現されているのを見ることはできませんでした。そこで、神は万物の上に呪いを置かれました。事実上、神はこう言われました、「それはもはやわたしの性質を満たしていません。わたしはそれを欲しません」。その時以降、神は常にご自身の性質を満たすものを見つけようとしてこられました。これが旧約聖書の物語です――それはまさに、神を満足させるものと神を満足させないものとの物語です。ご自身の性質を満たす程度にしたがって、神は受け入れたり拒否したりされます。それは長い物語です。しかし、黒い織物の中の一筋の金の紐のように、その長い歴史を貫いて一本の黄金の線が走っていたのです。


  



  アブラハムの探求


  



  それは長い物語です。それはまさに最初までさかのぼり、次にアブラハムがそれを引き受けました。彼についてこう記されています、「信仰によって（中略）都を求めていました」――さて注意してください――「その建設者と製作者は神です」。罪深い人間が建てた都ではありません。そのような都はいかに素晴らしかったとしても、決して神を満足させません。その都は、その製作者である神の性質を満たす都でなければなりませんでした。この幻がアブラハムの心に与えられました。彼は言うことができました、「神が都を欲しておられることを、私はどうにか理解するようになりました。神が欲しておられるものは何であれ、神のようでなければなりませんし、神によって造られなければなりません。それは『神が建設者であり製作者である都』です」。ですから、アブラハムがその地を上り下りしたことが記されています。彼がそうした時、彼はいくつかの都を見ました。彼はソドムの都を見て、「ちがう、これではない。これは決して神を満足させられません」と言いました。次に彼はゴモラの都を見ました。「ちがう、これでもありません」と彼は言いました。次にまた、彼はエルサレムの前身であるサレムの都を見ました。「これはソドムやゴモラよりもずっと良い」。しかし、御霊はアブラハムに言われました、「いいえ、これでもありません」。そこで彼はその地を上り下りし続けましたが、都というこの神の観念は決して実体化されませんでした。七十年、八十年、九十年が過ぎました……その後、彼は死に、都は見つからなかったのです！ヘブル人へのこの手紙はこう述べています、「この人たちはみな、信仰の中で死にました。約束のものは受けませんでしたが（中略）神は私たちのために、さらにまさったものを備えておられたので、彼らが私たちとは別に完成されることはなかったのです」（十一章十三、四〇節）。


  



  探求の終わり


  



  次に、この同じ手紙はこう述べています、「しかし、あなたたちは（中略）生ける神の都に、天のエルサレムに来ているのです」。それはとても長い霊的巡礼でしたが、今や終わりました。アブラハムは今、それを得ています。彼は私たちと共同の相続人です。


  いま一度、私たちは自分の観念を変えなければなりません。旧約聖書の中には、エルサレムに関する長い長い物語があります。しかしこのエルサレムは、その最盛期ですら、最終的に神の性質を満たしませんでした。自分の新約聖書を知っている人ならみな、これを知っています。あなたはペテロ、パウロ、ヨハネ、ステパノの言葉を読んだことがあるでしょうか？彼らの言葉は新約聖書の大半をなしており、彼らの言葉から、旧約聖書中の事柄は新約聖書中の霊の事柄の型にすぎないことを、皆が知っています。ペテロの手紙をもう一度読めば、彼が神の新しいイスラエルと、イスラエルの神の新しい家について述べているのがわかります。彼はそれを「神の霊の家」と呼んでおり、「霊のいけにえ」をささげることについて述べています。これが新しいイスラエルです。パウロの書をもう一度読めば、「さて、このハガルはアラビヤのシナイ山であり、今のエルサレムに当たります。なぜなら、彼女はその子供たちと共に奴隷の身分にあるからです。しかし、上なるエルサレムは自由であり、それは私たちの母です」（四章二五、二六節）と彼がガラテヤ人に書いているのがわかります。次に彼はピリピ人への手紙の中で言います、「私たちの国籍は天にあります。そこから救い主が来られるのを、私たちは待ち望んでいるのです」（三章二〇節）。これは地上のものから天上のものへの、現世的なものから霊的なものへの移行です。


  ご存じのように、ヨハネは彼の福音書をエルサレムの周辺に構築しています。すなわち、ヨハネによる福音書は下なるエルサレムを中心としており、その周辺を巡っているのです。しかし、同じ人によって書かれた黙示録に進むと、その中心は天のエルサレムです。彼はその周りを歩き、その壁について書き留めます。この二つの偉大な書の中で、ヨハネは地から天へ移ります。次に、ヘブル人へのこの素晴らしい手紙は、この経綸における信者である私たちは「シオンの山に（中略）天のエルサレムに来ている」と述べています。


  しかし、これはみな霊的言語であることがわかります。神が得ようとしておられるのは、霊的性格に属するものなのです。


  さて、もう一度、強調して言いましょう。これは象徴にすぎません。実のところ、それは何を意味するのでしょう？それが意味するところは全聖書が述べていることであり、神は御子と御子のかたちに同形化された人々に完全に満足される、ということです。それは物でも場所でもありません――それは神の御子と、彼が栄光に導きつつある子たちなのです。


  



  現在の備え


  



  この都をここにもたらしましょう。親愛なる友よ、もしあなたが真に再生された神の子供なら、あなたは神がいま建造しておられるその都の一部です。神は今、何かを建造しておられます。この建造は私たちの内側で進行しています――そうでなければならないのです！神は御霊により、御子を私たちの内に建造しておられます。キリストが私たちの内に建造されつつあり、私たちはキリストの中へと建造されつつあります。


  これは途方もない働きです。私たちが再生される時、聖霊はこのごつごつした石を握られます――私たちはなんとあわれな人でしょう！私たちは天の都のためのなんと貧相な材料でしょう！私たちには石のように多くの角があります。聖霊は「この角をいくつか削り取ろう」と言われます。ですから私たちの霊的経験は、角を削り取られることなのです。「角」という言葉の意味はおわかりでしょう！あなたは「自分には角がある」とは思っていなくても、他の人には角があることを知っています！私たちはとても厄介な民であり、どこにもうまく合いません。ですから、私たちはこの天の都に合うようにされなければなりません。この天の都はとても実際的であることがわかります。「黄金のエルサレム」について歌うのは大いに結構ですが、聖霊が角を削り取られる時、それは私たちが歌う時に思っていることではありません。象徴はとても素晴らしいのですが、その実現は苦難によります。しかしその働きが終わる時、私たちは言うでしょう、「神は私の内に素晴らしいことを行ってくださいました。私はなんと厄介な人だったことでしょう！他の人たちに適応することは、私にとってなんと困難だったことでしょう！実に、適応できなくて、皆から逃げ出したいこともしばしばありました。しかし、神は忠実に御業をなしてくださいました。厄介な角はすべてなくなりました。エルサレムは『よくまとまった』都です」。あなたは詩篇一二二篇からの次の御言葉を覚えておられるでしょうか？「エルサレム、それはよくまとまった都として建てられている」（三節）。ペテロは言います、「あなたたちもまた、生ける石として、霊の家に建造されます」（ペテロ第一の手紙二章五節）。そうです、神はご自身の都を建造しておられるのです。


  私たちは角を持つ民であるだけでなく、表面がとてもざらざらしている民でもあります。私たちが互いに擦れ合うとき、大きな摩擦が生じます。この意味はおわかりでしょう！私たちは互いに円滑にやっていけません。すると、聖霊は紙ヤスリを取って私たちをなめらかにされます。しかし、なんということでしょう、聖霊は紙を取って私たちを磨かれるのではありません――私たちをなめらかではない他の人と一緒にするか、あるいは、平らかではない生活状況の中に私たちを置かれるのです。その人はひどいやり方で私たちを磨き上げるので、私たちはその人から逃げたくなります。また、その状況はひどいやり方で大いに私たちを磨き上げるので、私たちはその状況から逃げたくなります。私たちは平穏な時を持ちたいのですが、聖霊はそうさせてくださいません。私たちがなめらかになるまで、私たちは決して平穏な時を持たないでしょう――私たちをなめらかにするものが何か、ご存じでしょうか？それは苦難における神の恵みです。この都についてさらに考察する時、これに関して多くのことを述べなければなりません。


  さて、あなたは象徴から抜け出したのではないでしょうか？私たちは霊的実際に到達しました！この都はまさに、これらの霊的原則の具体化なのです。


  



  永遠のための建造


  



  天のエルサレムについて述べることは、永遠のものについて述べることです。それを私たちは今、大いに意識しています。ここでまた、霊的であって一時的なものではない領域の中に、私たちは来ています。要点はこうです。私たちの人生の短い一時の時間の中で神が行っておられることは、やがて現されて、永遠に神の栄光に至るのです。使徒パウロの言葉を用いると、「私たちの受けるつかの間の軽い艱難は、私たちのために働いて、ますます卓越した永遠の重い栄光をもたらすからです」（コリント人への第二の手紙四章十七節）ということです。神がこのささやかな生活の中で行っておられることは、「天から出て神から下ってくる、神の栄光を持つ」都に応じたことなのです。


  神が何に取り組んでおられるのか、また永遠のために神がいま何を建造しておられるのか、あなたたちはすでに理解し始めていると私は信じます。ですから、私たちは都のことを場所と考えるのをやめて、イエス・キリストのかたちに同形化された人々と考えることにします。それは「神の性質にあずかる者たち」（ペテロ第二の手紙一章四節）なのです。


  



  第三章　都に来ること


  



  今まで、私たちはこの都に向かって道を敷いてきました。今、私たちは到着しています。そこで、あなたたちの聖書の黙示録二一章を開いていただきたいと思います。


  
    「私はまた聖なる都、新エルサレムが、夫のために着飾った花嫁のように整えられて、天から出て神から下って来るのを見た。」（二節）

  


  
    「そして彼は私を御霊の中で、大きな高い山へ連れて行き、聖なる都エルサレムが天から出て、神から下って来るのを私に見せたが、それは神の栄光を持っていた。その光は最も尊い宝石のようであり、水晶のように透明であった。」（十、十一節）

  


  この神の都について熟慮したとき、私たちは象徴を通って霊的実際へと道を切り拓きました。今、私たちが考慮しているのは物体でも場所でもないこと、そして、この都はまさにイエス・キリストとその教会の象徴的表現であることを、私たちは理解できていると私は希望します。この聖書最後の描写から、神が何を目指して働いておられるのかがわかります。それは、最終的出現に向けて、御子の満ち満ちた豊かさを教会の中にもたらすことです。これがクリスチャン生活の意味であり、これ以外の意味はありません。クリスチャン生活はキリストをもって始まり、キリストの増し加わりをもって進み、キリストの満ち満ちた豊かさをもって終わります。


  さて、これについてはとてもはっきりしていると私は信じます。私たちには回心が必要です。この回心は空想から現実へ、象徴から霊的意義への回心でなければなりません。ご存じのように、この西洋世界では、この回心はとても大きなことです！ですから、私たちが考察しているのは時についてではありませんし、新エルサレムと呼ばれる場所や物体についてでもありません。主イエス・キリストが教会の中にますます満ちて、ついには豊かさと栄光の日が到来することについて、考察しているのです。その日、完成されたものが全宇宙に現されます。


  ですから、私たちは直ちに今、この都に来ることにします。つまり繰り返すと、ここで新エルサレムという言葉で表現されている、イエス・キリストとその教会にです。


  さて、いま読んだばかりの御言葉の中に、指摘したい四つの言葉があります。


  
    「彼は私を御霊の中で連れて行き」第一は「御霊の中で」。

    「新エルサレム…」ここでは「新」という言葉。

    「天から出て」が三番目。

    四番目は「神の栄光を持っていた」です。

  


  あなたたちはこの四つのものを持っていると私は信じます。私は最後のものから始めます。


  



  神の栄光を持っていた


  



  神の栄光とは何でしょう？私たちはヨハネの他の書物から、神の栄光は御子イエス・キリストの中にあったことをとてもよく知っています。また私たちは、特に使徒パウロから、教会はこの栄光の器たるべきことも知っています。「教会の中で、またキリスト・イエスの中で、栄光がすべての世代に至るまで、永遠に彼にありますように」（エペソ人への手紙三章二一節）。しかし、これらは真理の叙述です。何の定義も説明も与えていませんし、神の栄光とは何か、私たちに告げてもいません。それが何か理解することが重要です。


  神が関わっておられるものをすべて支配しているのは、この「栄光」という言葉であることを思い出しましょう。創造の時から、まさに旧約聖書を貫いて、神が目指してこられた一つのことは、ご自身の栄光でした。新約聖書を開いて、神の御子がこの世界におられるのを見る時、「私たちは彼の栄光を見た。父からのひとり子としての栄光であった」（ヨハネによる福音書一章十四節）と使徒が言うのを聞きます。再び問いますが、神の栄光とは何でしょう？


  神の栄光とは、神の性質の絶対的満足です。そのとき、神はまさに、ご自身の性質とご自身のすべてをもって、「わたしはこれを喜びます。これは完全にわたしの性質を満たしています」と言うことができます。あなたや私がこの神の満足の臨在の中に入るなら、私たちは途方もない喜びを感じ、「ああ、これは栄光です！」と叫ぶでしょう。


  これを逆の面から考えてみましょう。私たちの生活や心から栄光を奪うものは何でしょう？「私にとって栄光となる」大いなる日について、私たちに歌わせるものは何でしょう？私はごく簡単にあなたたちに言うことができます。私たちの心や生活の中で栄光が制限されているのは、自分たちはいかに主に似つかわしくない者かという自覚のためなのです。ああ、私たちの性質は神の性質からなんとかけ離れているのでしょう！これが私たちを毎日わずらわせ、私たちの心の中から栄光を隠します。私たちはあまりにも少ししか神の満足の中に生きておらず、あまりにも多く自分自身の不満足の中に生きています。私たちはキリスト・イエスによる義認という偉大な真理をいまだ真に把握するには至っていませんし、私たちに対する神の御業は私たちを今の姿から彼の姿に変えることであることも理解していません。


  一、二分の間、ごく簡単に話すことにします。初めて主イエスのもとに来る時、あなたは素晴らしい栄光を感じます。主イエスのもとに来ることについての教えを完全に理解しているわけではありませんが、あなたは来て、自分を彼にささげ、彼を自分の主として受け入れます。すると、直ちに何かが起きます。あなたの心から大きな重荷が転がり落ちます。あなたの生活から大きな雲が払われ、「ああ、これは素晴らしい！これは栄光です！これはどうしてでしょう？」とあなたは言わずにはいられません。これは、その意味をあなたよりずっとよく知っている方がおられるからです。私たちめいめいをあの最終的栄光へ導くために聖霊が来臨されました。これが始まりです。聖霊は、「わたしはこの人を栄光への道に置きました」と仰せられます。そして、私たちの心に栄光を刻印されます。信仰による義認――つまりキリストにあって義とされること――の意義はみな、この最初の段階にあります。ですから、聖霊なる神は最初に、「わたしはとても喜んでいます」と言われるのです。神の性質と御心は満足します。あまり教わっていなくても、あなたにはそれがわかります。


  栄光とはまさに、神がとても喜んでおられるというこの素晴らしい意識、感覚です。神の子供の道は、栄光の道となるよう意図されています。聖霊が占有されるのです。


  



  御霊の中で


  



  聖霊が責任を負ってくださいます。さて、最初の一歩を踏み出して栄光を味わった後、あなたはこの栄光という問題全体を巻き込むような状況や誘惑にあいます。聖霊はあなたの生活の中のあるものを指さして、実質的にこう言われます、「それはあなたが後にしたこの世に属しています。ですから、あなたはそれを後にしなければなりません。さて、それについてはどうでしょう？あなたはそれをどうするつもりでしょう？それを持ち続けるのでしょうか、それとも去らせるのでしょうか？」。栄光が続くかどうかは、あなたの決定次第です。もし持ち続けて去らせないなら、神の満足というこの栄光は曇らされます。雲があなたの心を覆うでしょう。あなたが初めて主のもとに来るのを見た人々は、「何かが起きました。この人の顔から輝きが消えてしまいました」と言うでしょう。あなたは大きな戦いの中に入ります。それをくぐり抜けて、主にご自身の道を完全に行かせるなら、以前の栄光が戻って来て、あなたは「ああ、重荷が転がり落ちた」と感じるでしょう。


  何年も主と共に進んできた私たちの幾人かは、多くの戦いを経てきました。私たちは神の御旨に関して新しい立場に立たなければなりませんでした。そしてその問題が決着するまで、栄光は引き上げられて、何かを待っているかのようでした。しかし、その問題を戦い抜いて、主との問題が解決された時、栄光が戻って来ました。おそらく、最後に最大の戦いがあるでしょう――この黙示録はそう述べています――しかし、あらゆる戦いの中で最も大きなこの最後の戦いを通って、私たちはまさに永遠の栄光の中に入ります。すなわち、私たちの間における神の御業に関して、神の性質が全く満たされる所に私たちは到達するのです。


  今、あなたは栄光の意味を理解されたでしょうか？栄光は私たちの人生に影響を及ぼす素晴らしい力です。私たちは一連の黙想の間、「神の栄光を持つこと」についてずっと見ることになるでしょう。神の栄光が私たちの心の中にある時、それはなんという影響を及ぼすことでしょう！


  あらゆることにすっかり満足して喜んでいる幼子を見たとしましょう。あなたはその幼子がいる所にいたいとは思わないでしょうか？それは素晴らしい影響をあなたに及ぼします！別の言い方をしましょう――何もかも気に入らない幼子がいたとしましょう。それはなんと悲惨な影響をあなたに及ぼすことか！私はそのような幼子の話を聞いたことがあります。就寝時に母親が、「もう寝る時間ですよ。人形をしまいなさい」と言いました。その幼子は「しまいたくないもん」と言いました。母親はどうしようもないのを見て、「もう少し人形で遊んでいたいの？」と言いました。「もう人形で遊ぶのはイヤ！」。気の毒な母親は次に何と言えばいいかわかりませんでした！ですから言いました、「それなら、何でも好きなことをしなさい」。すると幼子は言いました、「好きなことなんてしたくないもん！」。気の毒な母親！母親にとってなんと悲惨な時だったことか！何の栄光もありません！しかし、神の性質が全く満たされて、私たちがその性質と調和する時、私たちの心の中には栄光があります。聖霊は神の御心を満足させるものを私たちの中に生み出そうとしておられることが、おわかりになったでしょうか？


  これはおそらく困難な学課です。これは多くの訓練と、主に対する私たちの愛に関する多くの試みを意味します。これは絶えず、私たちは本当に主の満足を願っているのか、という問いを投げかけます。しかしこの人生は、栄光の中に住んでおられる神の子らとなる者たちのための学校なのです。


  ですから、「御霊の中で（中略）神の栄光を持っていた」というこの二つが、どう関係しているのかがわかります。御霊の外にいるなら、あなたは栄光の外にいます。なぜなら、ご存じのように、聖霊の御名の一つは栄光の霊だからです。これが意味するのは、聖霊の御旨や御業は私たちを栄光に、神の満足にもたらすことである、ということです。


  



  新しい


  



  さて、二つの言葉が残っています。「御霊の中で私は新エルサレムを見た」。これは、神の新しい事柄を見るには聖霊の統治下にいなければならないことの象徴的表現にほかなりません。新約聖書の特徴的な言葉の一つは、この「新しい」という言葉です。「キリスト・イエスにある新創造……キリスト・イエスにある新しい人……キリスト・イエスにある新しいいのち……キリスト・イエスにある新しい生活方法」。新約聖書の中からこの言葉を拾い上げつつ最後まで行くと、「新しい天と新しい地」（黙示録二一章一節）それから「新エルサレム」とあります。古いものがなければ、「新しい」という言葉には何の意味もありません。それは比較であり、対比です。古いエルサレムがありましたが、過ぎ去りました。それは裁きの下で取り除かれました。そして古いものが取り除かれる時、新しいものが導入されます。エルサレムの都の意味についてまだ見なければなりませんが、さしあたって相手にしているのはこの「新しい」という言葉だけです。この都は完全に新鮮なものであり、以前のものには全くあてはまらなかった何かがあります。


  この古いエルサレムの歴史について考える時、それはなんと悲しい悲劇的物語なのでしょう！それが悲劇的物語なのは、その罪のためです。栄光の日々もありましたが、ごくわずかでした。栄光はたちまち去り、旧約聖書を通して悲劇が記されています。このエルサレムに関する最後の言葉は主イエスによって宣告されました、「ああ、エルサレム、エルサレム（中略）めんどりが自分のひなを翼の下に集めるように、わたしはいくたび、おまえの子供たちを集めようとしたことか。しかし、おまえたちは応じようとしなかった。見よ、おまえたちの家は荒れ果てたまま、おまえたちに残される」（マタイによる福音書二三章三七、三八節）。二千年間、この荒廃の物語が続いています。


  神が生み出しつつあるこの新しい民は、古いエルサレムの正反対です。それは「永遠の栄光に至る」（ペテロ第一の手紙五章十節）よう召されているものです。悲劇ではなく栄光で終わるよう召されているものです。悪の全勢力は古いエルサレムを蹂躙しましたが、これを蹂躙することはありません。これは新エルサレムです。


  さて、私はごく短く他の点に触れなければなりません。それについては、今週後ほど詳しく扱います。


  



  天から出て


  



  もちろん、想像力を働かせるだけでは、この意味はわかりません。都と呼ばれる巨大な物体が天から出て下ってくるのを、ついつい考えてしまいます。親愛なる友よ、それが絶対に不可能であることは遠からずわかるでしょう。私の短い説明が終われば、あなたはそのような考えを捨てるでしょう。それは文字どおりの都ではありえないことについて私がいま述べたことを、私は一度ならずあなたに思い出させましょう。


  もしそれが天から出て下って来るなら、下る前にそれはそこになければなりません。これは何を意味するのでしょう？今、教会はキリストと共に天上に座している、と使徒パウロは私たちに告げています（エペソ人への手紙二章六節）。しかし、私たちはこう答えるかもしれません、「私たちは天にはいません。大部分この地上にいます。この下にあるものはみな、天にあるものよりずっと現実的です」。あなたは自分の正しさを確信しているでしょうか？それは本当に真実でしょうか？あなたが再生される時、真っ先にあなたの意識にのぼるのはどんなことでしょう？それはこんなことです、「私はもはやこの世に属していません。何かが私に起きて、私をこの世から分離しました。この世のものは今や変わってしまいました。かつては私のいのちだったものも、もはや私のいのちではありません。かつては追い求めていたものも、もはや欲しくありません。かつては私の真の友人だった人々も、もはや私の真の友人ではありません。今や、私の真の友人は神の民であり、私の真の家族は神の家族です。私に何が起きたのでしょう？あなたは『再生された』のです、と彼らは言います。しかし彼らがそう言う時、彼らは正しい言い方をしていません。聖書が言っているのは『上から生まれる』ことです」。


  ご存じのように、ある場所に生まれてそこで幼年期を過ごすなら、あなたとその場所との間には一生不思議なつながりが生じます。さて、私は幼年期と学生時代の大部分をある場所で過ごしました。どういうわけか、何年もの間ずっと、私は何度も何度もその場所に戻りたいと思いました。そのため、私はしばしば戻りました。しかし、ああ！なんとすべてが変わってしまったことか！昔の友人たちはみな過ぎ去り、昔の光景も変わってしまいました。良い方に変わったとは思いません。その場所を離れる際、私はしばしば「もう二度と戻るまい！」と言いました。しかし一、二年すると、再び戻ってしまうのです。離れていることができません。内側に何か衝動があるのです。私が何を言っているのか、おわかりでしょうか？もし私たちが本当に上から生まれているなら、下から離れようとする衝動が常にあるでしょう。私たちは惨めな時を過ごすかもしれませんし、すっかり諦めてしまうよう誘惑されるかもしれませんが、どうにかこうにか先に進み続けます。


  「私は御霊の中にいた（中略）そして、私は新エルサレムが天から下って来るのを見た」。人生における聖霊の最も力強い御業は、その人生がこの世ではなく天に属していることを知らせることです。


  私たちの大部分はこの意味を知っていると思います。パウロは「私たちの国籍は天にあります」（ピリピ人への手紙三章二〇節）と述べており、詩篇作者は「この者はかしこで生まれた」（詩篇八七篇四節）と述べています。私たちはこの世に属していません。私たちはこれを知るべきです。もしこの世に落ち着いてそれに満足できるなら、私たちは聖霊の御業について何も知らないのです。聖霊は私たちを天に結びつけるために天から遣わされた霊です。


  さて、これが新エルサレムに来ることの意味です。それはたんなる抽象的観念でも、象徴的空想でもありません。人生の力強い現実です。私たちは都に行くのではありません。私たちが都なのです。


  



  第四章　御霊の中にいるのか、この世の中にいるのか


  



  
    「また、七人の御使いのひとりが来て（中略）私に語って言った、『ここに来なさい。あなたに小羊の妻である花嫁を見せよう』。そして彼は私を御霊の中で、大きな高い山へ連れて行き、聖なる都エルサレムが天から出て、神から下って来るのを私に見せたが、それは神の栄光を持っていた。その光は最も尊い宝石のようであり、水晶のように透明であった。」（黙示録二一章九～十一節）

  


  「すべてを霊的に解釈するあなたのやり方は間違っている」と考える人々がいます。「この都は文字どおりの都ではなく、霊的な人々を表している」と私が言う時、「それは間違っている」と彼らは言います。しかし、私は自分の立場を守ります！この立場を正当化するには一つの句を挙げればすむと思います。御使いはヨハネに、「ここに来なさい。あなたに小羊の妻である花嫁を見せよう」と言いましたが、御使いがヨハネをそこに連れて行った時、そこには花嫁も妻も全くいませんでした。御使いは彼に都を見せたのです。このようなことがこの本には他にもたくさんあります。外側も内側も封印された巻物を見た時、それを開くことのできる者がだれもいなかったので、ヨハネは泣きました。御使いは、「泣くな。見よ、ユダ族の獅子、ダビデの根が勝利を得たので、巻物を開くことができる」（黙示録五章五節）と言いました。そして、この獅子を見るためにヨハネが振り向いた時、「小羊を見た」（六節）のです。さて、獅子と小羊の共通点は何でしょう？霊的原則を理解しないかぎり、説明することはできません。特に聖書を学んでいる学生たちのために、また言うまでもなくすべての人のためにも、この特別な点に数分費やす価値があると思います。


  ヨハネの務めの書のこの独特な形式を真に理解することが大切です。新約聖書の他のだれにもまして、これが彼の方法だったのです。ヨハネが最も気にかけていたのは、物的事象の背後にある霊的意義でした。これが彼の福音書によくあてはまることはご存じでしょう――彼の福音書については皆がこの原則を受け入れるでしょう！彼は、イエスの奇跡はすべて「しるし」であると言いました。「さて、これがイエスのなさったことです」。しかし、「これが、イエスがそれをなさった時に意図しておられたことです」。イエスが水をぶどう酒に変えられた時、「イエスは私たちに全く新しい種類のいのちを与えることができる」と私たちに教えることがヨハネの意図でした。古いぶどう酒――いのち――が尽きて私たちが落胆する時、イエスは私たちに新しいいのちを与えることができます。三十八年間歩くことができず床に臥していた貧しい男をイエスが起こされた時、「これはしるしです」とヨハネは言います。イエスは道徳的にも霊的にも貧しい不具者を引き受けて、自分の足で立たせることができます。生まれつき目の見えない人にイエスが視力をお与えになった時、「これはしるしです。これまで見えなかった霊の事柄を見ることができるよう、イエスは私たちに新しい視力を与えることができます」とヨハネは言います。ヨハネによる福音書の中にある八つのしるしは、みなそうです。


  あなたはヨハネによる福音書に関してはこの原則を受け入れて、「自然界のこれらのものは、霊の世界の事柄のしるしです」と言います。しかし、これを彼の福音書に関して受け入れる以上、どうしてこれを彼の黙示録に関して受け入れずにいられるでしょう？この都、新エルサレムは、何か他の事柄のしるしです。その各部分は何か霊的なものを意味しており、何か主イエスに関するものを意味しています。


  あなたはこれを受け入れるでしょうか？もし受け入れるなら、私たちは先に進めます。


  再び、この二一章十節に来ます。「そして彼は私を御霊の中で、大きな高い山へ連れて行き、聖なる都エルサレムを私に見せた」。


  さて、「大きな高い山」、そして、「彼は私を御霊の中で連れて行った」です。霊的言語でこれが意味しているのはまさに、ヨハネは霊の中に生きていた、ということです。この御使いがパトモス島にいた使徒ヨハネを掴んで、どこか大きな高い山へ連れ登って行った、とあなたはお考えでしょうか？もしそうなら、パトモスに問題が起きていたでしょう。ローマの官憲たちは、「ヨハネが逃げた！」と言っていたでしょう。私の言っていることがおわかりでしょうか？これは霊的な経験だったのです。夢や幻だったのかもしれません。ご存じのように、夢の中では長い道のりを旅することができます。私はしばしば自分がアメリカにいる夢を見ました。それから数分して起きて、自分がいまだにロンドンにいることを知ったのですが、私はとても長い道のりを旅していたのです。あなたはこれを自然界では受け入れます。なぜこれを霊の世界では受け入れないのでしょう？


  さて、ここに二つの点があります。この二つの点は新約聖書の基本法則であり、クリスチャン生活の基本法則であることを、あなたたちは覚えておかなければなりません。


  第一は、聖霊の存在です。聖霊は大いなる現実です。あなたは聖霊の現実を事実として信じていますが、あなたの天然の耳では聖霊を見ることも聞くこともできません。あなたの中に何かが起きないかぎり、あなたは聖霊の現実を知ることはできません。彼の福音書の最初の方で、この同じヨハネは「御霊から生まれる」ことについて述べています。イエスがニコデモに再び生まれることについて話された時、ニコデモの思いは天然の領域の中でしか働いていなかったので、「それは不可能です！」と言いました。イエスは、「肉から生まれる者は肉ですが、御霊から生まれる者は霊です」（ヨハネによる福音書三章六節）と言われました。御霊から生まれる者とは何でしょう？それは私たちの人の霊です。それは神から分離されてしまったので、死んだものと見なされています。それが時間の中であれ、永遠においてであれ、死とはまさに神からの分離です。


  さて、「再び生まれる」ことは、私たちの霊が神との生ける合一の中にもたらされることを意味します。新約聖書が「霊の中で生きる」ことについて告げる時、その意味するところは、聖霊なる神との生ける合一の中にあることです。つまり、私たちの霊は神に対して、そして神の事柄に対して生きているのです。ここでヨハネが言っているのは原則として、彼の霊はこのとき聖霊に対して生きていた、ということにほかなりません。これが真実である時――これは私たち一人一人にとっても真実でなければなりません――私たちは新しい世界を見ます。「そして（彼は）私に聖なる都を見せた」。聖霊は私たち一人一人にこうしてくださいます。ですから私たちは、「私は神が見せてくださったものを見ました」と言えるのです。「すべてのクリスチャンがこうでなければならない」と私が言う時、あなたは私を信じるでしょうか？クリスチャン生活は聖書を読んだり、祈りの言葉を口にしたり、教会に行くことだけではありません。こうしたことは良いことであり、必要なことかもしれませんが、実際のところ、クリスチャン生活とは光の中を神と共に歩むことなのです。それは霊の中で神に対して生きているかどうかの問題であり、神が私たちの心の中に御旨を示せるかどうかの問題です。ですから真のクリスチャンは、「主は私に見せてくださいました」と言えなくてはならないのです。


  さて、成熟したクリスチャンであるあなたたちにお願いしますが、どうかこれを我慢してください。というのは、若いクリスチャンたちも何人かここにいるからです。適切な土台を据えないかぎり、私たちは決して遠くまで進めません。私がいま述べたことは、最初からクリスチャン生活の基本なのです。


  さて、次の段階に進むことができます。あなたは言うでしょう、「これはとても素晴らしいです。私は自分の生活がそうなることを望みますが、どうしたらできるでしょう？」。霊的原則としてですが、ここにその答えがあります。主があなたの心に示されることは、あなたがどれくらい高くその山に登ったかによります。あなたは再び言うでしょう、「ああ、スパークスさん、それはどういう意味ですか？」。私はユングフラウ山やブルムリサルプ山に登ることについて話しているのではありません。この山は何を意味するのでしょう？山に登るとはどういうことでしょう？それが意味するのはまさに、この世から離れることです。あなたが山に登る時、あなたは世を後にします。あなたと世の間には大きな隔たりがあります。これが起きないかぎり、天的で霊的なものは決して見えないでしょう。


  どうか私を信じてください。これは年齢や年季の問題ではありません。救われて何年もたつのに、依然として下の地上にいる大勢のクリスチャンがいます。彼らはいまだにこの世に興味を抱いています――この世とこの世の物事が、いまだに彼らの生活の大部分を占めています。彼らはいわゆる「この世的なクリスチャン」です。もちろん、これは矛盾した言葉です。なぜなら、それは真のキリスト教ではないからです。御父に弟子たちのことを祈られた時のイエスの言葉を聞いてください、「わたしが世のものではないように、彼らも世のものではありません」（ヨハネによる福音書十七章十六節）。「彼らは世のものではありません。彼らはここに属していません。別のところに属しています。この世は彼らの生活圏ではありません。彼らの生活圏は上にあります」。ヨハネの福音書にはこうあります。これは明白で率直な言葉ではないでしょうか？


  黙示録でヨハネはこれを大きな高い山という方法で描いています。彼は言います、「この都を構成しているのは天的な民であって地的な民ではありません。彼らは霊の中でこの世から分離されている民です」。使徒パウロはこれをこう述べています、「ですから、もしあなたたちがキリストと共に復活させられたのなら、上にあるものを求めなさい。そこにキリストがおられます」（コロサイ人への手紙三章一節）。これが意味するのはまさに、「山に登りなさい。霊の中で、心の中で、この世を離れなさい。そして、主イエスと共に登って来なさい」ということです。


  話の最初に戻りましょう。この霊によるキリストとの合一の生活は、年季や年齢の問題ではありません。昨日再生されたばかりでも、この山に高く登ることは可能です。それには、この世に向かって絶対的に「さようなら」と言うことが必要です。主と共なる新しい生活というこの問題に関して徹底的であることが必要なのです。


  この世界を巡っていると、クリスチャンを自称する多くの人々に出会います。しかし奇妙なことに、主の事柄について彼らに話すことができないのです。信仰を告白するこれらのクリスチャンたちは、あなたが主の事柄について話し始めると唖然としてしまいます。彼らにとって、あなたは異国の言葉を話しているかのようです。その理由は、彼らがまだ霊の中でこの世から出て来ていないからです。若いクリスチャンたちに言いますが、あなたが救われたその日から、この山はあなたが登るべきものなのです。


  さて、私はとても強い言葉を述べたいと思います。それを受け入れるのは、あなたにとって困難かもしれません。あなたは、この世が呪いの下にあることを、理解しておられるでしょうか？神は今のこの世の上に呪いを宣告されました。呪いはどのように表れるのでしょう？呪いのあるところには挫折の法則が働きます。あなたはそこそこ進めるだけで、それ以上進めません。人間生活はそこそこ進んで、それでおしまいです。完全と完成に至るまで進み通すことはありません。すべてが不完全であり、死によって挫折させられます。イエス・キリストが話されたある男は、一生の間に大量のたくわえを積み上げて、ほくそえんで自分に言いました、「魂よ、もう引退することができる。自分のために大量のたくわえを積み上げたのだから、食べて、飲んで、楽しめ」。しかし、神は言われました、「愚か者よ、今夜お前の魂は取り去られる。お前が用意したものは、誰のものになるのか？」（ルカによる福音書十二章二〇節）。


  呪いと死は、人のもくろみがすべて挫折することを意味します。人間生活に言えることは、この世にも言えます。ああ、なんと多くの人が挫折という堅固な壁を打ち破ろうとしてきたことでしょう！今日、人はなんと遠い道のりを進んできたことか！二十五年前に今日の様子を告げられていたら、あなたはそれを決して信じなかったでしょう。そうです、人はとても長い道のりを進んできました。月に到達しさえしたのです――そして、だれかの指がボタンを押すだけで原子爆弾の投下が始まり、人の業は一瞬のうちにすべて一掃されてしまいます。すべての人がこの可能性を知っていますし、まさにそうなるだろうことを神の言葉はとても明確に告げています。呪いがこの世の上に臨んでいるため、この世は決して完成に至ることはありません。


  私が述べているのはこういうことです。もしあなたや私が霊の中でこの世に束縛されるなら、私たちは霊的死の下に来ることになるでしょう。聖霊に敏感なクリスチャンならだれでも、この世に触れる時、何かが間違っていると感じるでしょう。そして、「私は下って来てしまいました。この呪われた世に触れて、私の霊の中に死が感知されました」と反応するでしょう。


  この地上の霧を超越しないかぎり、神に属する事柄は決して見えないでしょう。もしあなたが自己の生活に下るなら、それは挫折です。もしあなたがこの世の生活に触れるなら、それは挫折であり、霊の中でこの世を超越しないかぎり、神に属する事柄は見えないでしょう。「私は御霊の中にいた。また、私は大きな高い山の上にいた。そこで私はあるものを見た」。この言葉はとても単純であり、とても意義深いです。これらがクリスチャン生活の霊的原則であり、とても現実的であることがわかります。私たちがこれについて知ることを私は希望します。


  どうか主が、私たちが個人的に関わっている場所で、その意味するところを私たちの心に解き明かしてくださいますように！


  



  第五章　神の愛


  



  
    「私に語りかけた者は、物差しのような金の葦を持っていた。それは都と門と城壁とを測るためであった。都は正方形であり、その長さと幅は同じである。彼がその葦で都を測ると、一万二千スタディオンであり、その長さと幅と高さとはみな等しい。」（黙示録二一章十五、十六節）

  


  前の集会に参加していなかった友人たちのために、この説明の言葉を与えることにします。私たちはここのところ、この新エルサレム、この聖なる都について考えています。使徒は幻の中で、この都が天から出て神から下ってくるのを見ました。私たちが指摘したように、これは文字どおりの都ではなく、イエス・キリストとその教会――神が最後に獲得される教会――の象徴的表現です。


  そこで今、私たちはこの都の大きさに来ます。使徒は幻の中で、金の葦を手に持った御使いを見ました。彼はそれで都を測っており、どの方向も一万二千スタディオンでした。また、その都は透明な金でできていました。言うまでもなく、それはこの地上では決して見られないものです！都を測るのに使われた葦も、都自体も、同じ材料からできていました。都の測量には純金の葦が使われ、都自体も純金でできていました。聖書では、金は常に神の性質の象徴です。そして、この性質の最高峰は愛です。この同じヨハネが「神は愛です」（ヨハネ第一の手紙四章八節）と述べており、神から出たものはみな、神の愛の標準にしたがって測られます。前の章で私たちがこの都に近づいた時、ヨハネは私たちに、「聖なる都エルサレムが天から出て神から下って来るのを見た。それは神の栄光を持っていた」と言いました。神の栄光の最高峰は神の愛です。


  



  神の愛の大きさ


  



  さて、この都の大きさを見てください。その大きさは一万二千スタディオンです。あなたたちの中に計算した人がいるかどうかは知りませんが、英語になおすと千三百七十九マイルであり、メートルでは二百二十二万です。これが何を意味するかおわかりでしょうか？これはユングフラウ山より何倍も高く、世界最高峰であるエベレスト山より何倍も高いのです。「これは文字どおりの都ではありえない」と言ったわけが、今こそ理解できたでしょうか？高さも、長さも、幅も、こんなにあるのです。各面とも、こんなにあるのです。これを文字どおりに解釈するのは不可能です。ですから、これは霊的原則を表しているにちがいありません。


  さて、私たちがイエス・キリストにある神の愛について話していることを理解してください。この神の愛は贖われた民において表され、永遠において完全に表されます。この寸法が私たちの天然の観念を超えたものである以上、私たちに対するイエス・キリスにある神の愛は私たちの想像を全く超えているのです。また、この巨大な都は神の愛の巨大さの象徴です。使徒パウロは、ある箇所でこれに言及しています。その箇所で彼は、教会が「愛の中に根ざし土台づけられ」「強くされて、すべての聖徒たちと共に、その広さ、長さ、高さ、深さがどれほどであるかを理解し、知識を超越したキリストの愛を知ることができますように……」（エペソ人への手紙三章十七、十八節）と祈っています。この象徴の都が全く知識を超越しているように、神の愛は知識を超越しています。これが、神の愛に関するあの詩歌を私たちが歌う理由です。


  
    「あなたのあの尊い愛は、知識を超越しています。

    ああ、救い主イエスよ、あなたの愛で私を満たしてください！」

  


  この愛を理解するには永遠が必要です。


  使徒パウロがこの愛について何と言っているか、覚えておられるでしょうか？この愛の大きさに関する彼の描写によると、それは私たちの人間生活に起きる最大の出来事をも超越しています。ローマ人への手紙八章で彼は言います、「誰が私たちをキリストの愛から引き離すのですか？」（三五節）。そして、人間生活の大問題がここにいくつか挙がっています。「艱難か？」。あなたはおそらく艱難についてあまり知らないでしょうが、この言葉の意味を知っている神の民がこの世界の様々な場所にいます。彼らにとって、人生で二番目に重大な問題は艱難です。「苦悩か、迫害か、飢えか、裸か、危険か、剣か？」。これらはみな、とても大きな問題です！これらについて少しでも知っているなら、それらが神の愛以外のどんなものよりも重大であることがわかります。しかし、使徒はまだリストを完成していません。彼は続けます、「私は確信しています。死も……」。死は大問題でしょうか？「……命も」――命は大問題です。なぜなら、命は多くの大問題を収容できるからです――「御使いたちも……」。さて、この言葉に関して聖書をよく学ばなければなりません！御使いたちが行った大きな業をすべて読んでください。ある時、地上のエルサレムが外国の大国に包囲されました。その大国は戦車、馬、武装した人々と共に来て、いなごのようにその全土を覆いました。神の僕が祈ったところ、神はひとりの御使いを送られました。朝になってエルサレムの住人が起きると、その全軍隊が死体になっていました。たったひとりの御使いによって、強大な軍隊が死んで倒れ臥したのです！良い御使いたちであれ、悪い御使いたちであれ、御使いたちは私たちを神の愛から引き離せるでしょうか？「支配たちも……」。彼らはこの世の国々を支配している霊的権威者たちです。彼らは霊的勢力であることを覚えておかなければなりません。彼らは悪の勢力であり、彼らがこの世の国々でしていることをあなたは今日見ています。彼らはとても恐ろしいことをしています。しかし使徒は続けます。「現在の事柄も……」。今日、驚くほど多くの事が起きています。いま起きているこうした恐ろしい事柄をすべて話そうとしても無理です。今日の新聞に、南アフリカの首相暗殺が載っていました。過去数年間に、二十六人の世界的指導者が暗殺されています。これらはいま起きている事のほんのわずかにすぎません。「来たるべき事柄も……」――聖書は、この世に臨もうとしている恐ろしい事柄について私たちに告げています。彼は続けます。「力も、高いものも、深いものも、他のどんな被造物も……」。恐ろしい深刻なものをすべて考えた上で使徒は言います、「それらをすべて一緒にしても、私たちを神の愛から引き離すことはできません」。神の愛はなんと大きいのでしょう！


  この同じヨハネが福音書の中で書いています、「神はそのひとり子を賜ったほどに世を愛された。それは、彼を信じる者が一人も滅びないで、永遠のいのちを持つためである」（ヨハネによる福音書三章十六節）。神の愛はなんと大きいのでしょう！


  神の愛について考えようとするだけでも、人には測りえないものが必要です。この都の寸法は、イエス・キリストにあるあなたや私に対する神の愛の大きさの象徴にほかなりません。神がご自身の民の間で御業をなし終える時、神の愛がいかに大きかったのかを永遠が示すでしょう。今はそれを把握することも理解することもできないかもしれませんが、その時、私たちは完全に理解するでしょう。永遠にわたって私たち全員が語り続けるであろうことは、「ああ、神の愛はなんと大きかったことか！」ということだと思います。


  使徒は直ちに、都の外にいる人たちのことを私たちに告げます。外には多くの人がいるでしょう。彼らは神の愛を決して受け入れたことのない人々であり、永遠にわたってこの素晴らしいもの――神の巨大な愛――を失います。ですから、私たちが神の愛を受け入れることはなんと重大なことでしょう！


  



  神の愛の堅固さ


  



  これらの寸法が神の愛の大きさを表している以上、この巨大な都は非常に堅固なものにちがいありません。ユングフラウ山を動かせたなら、それはたいしたことでしょう。しかし、ユングフラウ山を百個積み重ねたら、サムソンといえども持ち上げられないでしょう！毎年毎年、私たちはここに来ますが、この山は全く同じところにあります。小さな少年の頃、私は山のあるところに住んでいました。今そこに戻っても――小さな少年の頃からどれくらいたったかは言いません！――山が全く同じところにあるのを見ます。少しも動いたり変わったりしていません。何を言おうとしていているかおわかりでしょう――神のこの愛はなんと信頼できるのでしょう！詩篇作者は言います、「主に信頼する人々はシオンの山のようだ。ゆるぐことなく、永遠にながらえる」（詩篇一二五篇一節）。新約聖書の一節は言います、「あなたたちはシオンの山に、生ける神の都である天のエルサレムに来ているのです」（ヘブル人への手紙十二章二二節）。霊的言語でこれが意味しているのはまさに、あなたたちは不動不変の神の愛に来ている、ということです。堅固さが神の愛の特徴なのです。


  主イエスは有名な放蕩息子のたとえ話の中で、この絵図を私たちに与えておられます。その息子は父の愛する息子でしたが、父の愛を軽んじ、荷物をまとめて、その愛のある所からさっさと去ってしまいました。彼は罪深い生活の中で父の財産をすべて使い果たし、父の名に恥と不名誉を着せました。そして、彼はついに父の愛を思い出し、「立ち上がろう」と自分に言いました。「立ち上がって家に行こう」と言ったのではなく、「立ち上がって父のところに行こう」と言ったのです。そこで彼は再び父に向かって踵を返しました。イエスは、家のてっぺんで地平線を眺めている父親の光景を私たちに示します。「主よ、息子を家に戻してください」と、この父親は毎日祈っていたのでしょう。ですから彼は毎日、祈りが聞かれたかどうか見に出かけました――そしてついにこの素晴らしい日が到来しました。彼は地平線上に小さな黒い点を見て、「だれか来る！」と言いました。彼はじっと見つめてから、「息子だ！」と言いました。彼は息子が着くのを待てませんでした。階段を下りて道に出ました。その子は言い訳や弁解を始めましたが、父親がさえぎったので言い終えることができませんでした。「父親は息子の首を抱き、口づけした」（ルカによる福音書十五章二〇節）。父親は息子を家の中に連れ戻し、「さあ、食べて楽しもう。私のこの息子は死んでいたのに生き返り、失われていたのに見つかったのだから」と言いました。ここでイエスは述べておられます、「これが人に対する、罪深い人に対する、神から離れ去った人に対する、神の愛です。神の御心は、この人を再び立ち返らせることを切に望んでいるのです」。神の不変の愛！父親は、「あいつは悪い子だ。私の愛に感謝しなかった。もう縁を切って二度と関わるまい！」とは言いませんでした。ああ、そうではありません、私たちが過ちを犯しても、神の愛は変わりません。この都はなんと頑丈なのでしょう！この都はなんと揺るぎないのでしょう！この都はなんと不変なのでしょう！これはみな、神の愛についても言えます。


  



  神の愛の平等さ


  



  もう一点あります。今晩、このように福音を宣べ伝えることになろうとは予想していませんでしたが、「これこそ、語ることを主が望んでおられたことである」という感覚があります。私たち全員が神の愛の大きさについて新たな理解を持つことを、神は欲しておられるのだと思います。


  この都は各面とも同じであると御言葉は述べています。東西南北全く同じです。西に住んでいる人に対する神の愛より、東に住んでいる人に対する神の愛の方が大きい、ということはありません。北に住んでいる人に対する神の愛と、南に住んでいる人に対する神の愛は異なりません。必要なものや欲しいものをすべて持っている人々もいます。「彼らは銀のスプーンをくわえて生まれてきた」と私たちは言います。他方、何も持たない人々、この世で貧しく惨めな人々もいます。東の太陽の中に生きている人もいれば、北風の中に生きている人もいます。この世にはあらゆる種類の人々、あらゆる境遇の人々がいます。しかし、神の愛は彼ら全員に対して同じなのです。神にえり好みはありません。神の愛に不公平はありません。私たちがどんな者だろうと、また私たちがどこにいようと、関係ありません。各面とも、神の愛は同じです。神の愛はなんと平等なのでしょう！そうであることがうれしくないでしょうか？あらゆる点で恵まれている人々もいます。彼らには敬虔な両親や祖父母がおり、クリスチャン家庭に生まれて、クリスチャン的な雰囲気の中で育てられました。敬虔な両親や祖父母が全然いない人々もいます。彼らはとても罪深い家庭や家族に生まれました。ご存じのように、救世軍の創立者であるブース大将は、そのような人々に関してとても強烈な言葉を述べました。そして、私たちが使うことを好まない言葉を使いました。「私の仕事は、この世に生まれ落ちた呪われた人々のためである」。さて、どの面かは関係ありません。あらゆる点で恵まれている人に対する神の愛が、全く恵まれていない人に対する神の愛より大きいということはありません。神の愛はとても義なる愛です。それはすべての人をならします。永遠では、私たちがどこにいたかは関係ありません――「私をここに連れてきたのは神の愛です」と私たちは言わなければならないでしょう。


  神の愛の大きさ、神の愛の堅固さ、神の愛の平等さ――神の愛はなんと素晴らしいのでしょう！あなたも私もこの愛に召されています。それは、私たちが永遠にわたって、全宇宙にそれを示すためです。


  



  第六章　「水晶のように透明」


  



  
    「座しておられる方は、碧玉や赤めのうのように見えた。」（黙示録四章三節）

  


  
    「神の栄光を持っていた。その光は最も尊い宝石のようであり、水晶のように透明な碧玉のようであった。（中略）城壁は碧玉で築かれ、都は純金であって、純粋なガラスのようであった。都の城壁の土台は、あらゆる宝石で飾られていた。第一の土台は碧玉であった（中略）そして、汚れたもの、忌むべきことや偽りを行う者は、決してそこに入ることはない。」（黙示録二一章十一、十八、十九、二七節）

  


  
    「あなたたちは自分たちの父である悪魔から出た者であり、自分の父の欲望を行おうとしている。彼は最初から人殺しであって、真理の中に立っていない。なぜなら、彼の中に真理はないからである。彼は嘘をつく時、自分の持っているものから語る。彼は嘘つきであり、嘘つきの父だからである。」（ヨハネによる福音書八章四四節）

  


  
    「あなたたちについて言うと、あなたたちの中には彼から受けた油塗りが住んでいるので、あなたたちはだれにも教えてもらう必要はありません。彼の油塗りが、あなたたちにすべてのことを教えます。それは真実であって、偽りではありません。」（ヨハネ第一の手紙二章二七節）

  


  今、私たちはこの考察の折り返し点を過ぎました。主が私たちに何を示したいのか、私たちは明確に理解しなければなりません。これはとても重要です。多くの話や多くの教えがあり、「これはみな何のことを言っているのでしょう？」と私たちは自問するしかありません。最後にはっきりさせるべき一つの点は、「主が本当に言っておられることは何か」ということです。ですから、あらゆる象徴を離れて、すなわち、私たちを真理に導くための主の手段を離れて、主が言っておられることを厳密に理解するようにしましょう。


  



  主の働きの目標


  



  これは数語にまとめられます。主は私たちに、ご自身の民の生活におけるご自身の動きの偉大な目標が何かを、示そうとしておられるのです。その目標とは、ご自身の神聖な性質を彼らの間で表現することです。この神聖な性質は御子イエス・キリストにあって私たちに与えられています。聖霊は教会の中にイエス・キリストを複製するために到来されました。それは、神の働きがその民の間でなされる時、この神聖な性質がその民の間で神の宇宙に現されるためです。神は二つのことをしているのではなく、一つのことしかしておられません。福音伝道は人を集めて、信者を主イエスに加えることにほかなりません。その時から、それらの信者を神の御子のかたちに同形化することが聖霊の働きです。聖霊の働きの目的は、教会の中で、また教会を通して、キリストを現すことです。


  クリスチャン生活とはキリストが増し加わることです。これが私たちに対する聖霊のあらゆる取り扱いの理由です。なぜなら聖霊の唯一の目的は、教会をキリストの豊満にもたらすことだからです。キリストの豊満とは何かを知りたければ、聖なる都、新エルサレムというこの象徴的表現を見ればわかります。この都の各面は、主イエスの何らかの霊的特徴を示しています。すなわち、神の民である教会の中に複製されるべき、神聖な性質の何らかの特徴を示しているのです。これはとても単純ではないでしょうか？今、それが何を告げているのか、理解されたでしょうか？もし理解しているなら、私たちは先に進めます。


  



  碧玉に応じた裁き


  



  私たちは神聖な性質のもう一つの特徴に来ます。それは教会と称されている想像上のものの中にではなく、あなたや私の中に生み出されなければなりません。


  すでに見ましたが、この都の包括的特徴は金です。純金がこの都の主な光景です。すでに見たように、聖書においては、純金は神の性格の象徴であり、特に愛の象徴です。これについては前回考察しました。今、この神聖な性質の第一の特徴を見ることにします。引用したこれらの節を注意深く読むなら、それらすべての中に一つの観念があることに気がつくでしょう。その観念とは、「水晶のように透明」である、ということです。その都は「水晶のように透明な碧玉」のようである、と御言葉は述べています。この黙示録のすべての主要な文脈において、透明さの象徴として碧玉への言及がなされています。主がアジアの七つの教会を対処された後、すぐにこの書の第二部が始まります。使徒ヨハネは言います、「開かれた門が天にあった（中略）御座が天に据えられていて（中略）座している方は碧玉のように見えた」（黙示録四章一～三節）。諸教会が裁かれ、今や全世界、他のすべてのものが裁かれようとしています。なぜなら、御座は裁きを意味するからです。それは天からすべてを統治することであり、すべては碧玉に照らして裁かれます。つまり、絶対的に透明な神の性質に応じて裁かれるのです。諸教会はこの光に照らして裁かれました。そして、世もこの光に照らして裁かれます。これは絶対的に真実なものに応じた裁きです。あなたは「透明な（transparent）」という言葉を聞いたことがあるでしょうか――すけて見えることです。ここには完全に透明で真実でないものは何もありません。神の性質の中には何の暗闇もありません――完全に透明です。神に偽りはありません。虚構はありません。神の性質の中には、相反する二つの事柄の混合は全くありませんし、偽物やまがい物は全くありません。神の性質の中に偽善はありませんし、欺きや見せかけもありません。完全に純粋で水晶のように透明なこの神の性格を理解するには、こうした言葉がすべて必要ですし、さらに多くの言葉が必要です。


  



  神にとって忌むべきものである嘘


  



  ヨハネはこの都の描写の中で、偽りを行う者は決してそこに入ることはない、と述べています。そして、嘘を「忌むべきもの」と呼んでいます。絶対的に真実でないものは、神にとって忌むべきものです。このように、神の性質がいかなるものか、主イエスは示されました。彼の口から出た最も恐ろしい強烈な言葉は、偽善に対するものでした。彼がパリサイ人たちを見つめて、「偽善者たちよ！」と言われたその日、私はその場に居合わせたいとは思わなかったでしょう。「偽善者」とはまさに「俳優」を意味します――彼はこの世の舞台の上で、現実でも真実でもない役柄を演じます。主イエスの表情には、純粋でないものに対する怒りが浮かんでいました。ヨハネ八章にその恐ろしい言葉が載っています。彼はパリサイ人たちに言われました、「あなたたちは自分たちの父である悪魔から出た者であり、自分の父の業を行おうとしています。彼は嘘つきであり、嘘つきの父です。彼は嘘をつく時、自分自身から語るのです」。


  



  この世への嘘の侵入


  



  これは私たちをある問題に導きます。その問題には、とても長くて恐ろしい歴史があります。イエスは園で最初に起きた出来事を考えておられました。サタンが神に関して嘘をつき、アダムがそれを受け入れた時のことです。この世の恐ろしい悲劇の歴史は、この嘘から発しました。この宇宙のまさに中心に嘘があります。神の外側のこの宇宙に真理はありません。この堕落した被造物の歴史は嘘の歴史です。


  イエスはサタンのことを「真理の中に住んでいない」と言われました。ですから、サタンはある時までは真理の中にいたけれども、ある時から真理の中に住むのをやめたにちがいありません。彼は真理から離れました。そして神の恐ろしい裁きが彼の上に、また彼と嘘を共有したすべての者の上に下りました。そこで、彼は自分の嘘と性質を神の被造物である人に分与するためにやって来ました。使徒は、「全世界は悪しき者の中に横たわっている」（ヨハネ第一の手紙五章十九節）と述べています。これはとても長くて恐ろしい歴史ですが、今や終局に達しています。今日、この世で最も強力な影響力を振るっているのは、真理の存在を信じない思想です。この思想はピラトと共に言います、「真理とは何か？真理なるものは存在しない。嘘によって生きようが、他のものによって生きようが、一向に構わない」。真理に対する冷笑――この信条が全世界に広まっています。この世は欺かれた世です。この世がいかに不自然で虚構で空虚なものか、クリスチャンは知っています。ここで、この世の歴史全体の中で最も厳粛な問題の一つに私たちは直面します。


  



  嘘に対する神の答え


  



  神の御子がこの世に受肉されたのは、この歴史的嘘と関係がありました。イエスは言われました、「わたしは真理です」（ヨハネによる福音書十四章六節）「わたしはこのために生まれ、このために世に来たのです。それは、真理を証しするためです」（ヨハネによる福音書十八章三七節）。イエスはこの嘘の歴史に対する偉大な答えの化身です。悪魔が彼を大いに憎んだのはこのためです。また彼の御言葉によると、悪魔の子供たちが彼を大いに憎んだのはこのためです。彼は、彼らの偽善や宗教的演技という仮面を引き裂かれました。彼は彼らの真の性質を暴露されました。それで彼らは悪魔に駆り立てられて、彼を殺す相談をしたのです。主イエスと共にある真理は、たんなる抽象的観念ではありませんでした。彼は真理について語られただけでなく――彼が真理だったのです。彼はこの宇宙における人格的力となり、真実でないあらゆるものに対する力強い効果的な証し人となられました。イエスがこの世に来られた時、真理と嘘の間で戦いが起きました。彼がこの世に生まれたのはまさに、あの大偽善者であり偽り者であるヘロデが彼を殺そうとしている時でした。


  イエスは真理です。彼の中に暗闇は全くありません。「わたしは世の光です」（ヨハネによる福音書八章十二節）と彼が言えたのはそのためです。


  



  真理の霊


  



  聖霊は「真理の霊」（ヨハネによる福音書十六章十三節）と呼ばれています。イエスは言われました、「真理の霊が来る時、彼はあなたたちをすべての真理の中に導きます」「真理の霊は（中略）あなたたちと共に住んでおり、あなたたちの中におられるようになるからです」（ヨハネによる福音書十四章十七節）。イエスは言われました、「わたしはあなたたちの外側にいましたが、聖霊はあなたたちの中にいるようになるでしょう」。「あなたたちは真理を知り、真理はあなたたちを自由にします」（ヨハネによる福音書八章三二節）――これは嘘からの解放です。ですからヨハネは言います、「彼の油塗りが、あなたたちにすべてのことを教えます。それは真実であって、偽りではありません」。


  さて、私たちがどのようにこの都に来ているのかがわかります。親愛なる友よ、どうか私を忍んでください。なぜなら、私は何かとても重大なことを扱っているのであり、これは神の厳粛な真理だからです。この都が神の性質に関する偉大な霊的原則を表しており、統治の御座についておられる方が碧玉のようである以上、私たちはみな、いま述べたものにしたがって裁かれることになるのです。


  



  栄光の教会


  



  ですからここでは、都という象徴により、イエス・キリストに関して、教会が示されているのです。使徒パウロは言いました、「彼は栄光の教会をご自身にささげられます」（エペソ人への手紙五章二七節）。そして、ついにここで教会は「神の栄光を持」ちます。しかし次に、使徒は「栄光の教会」の意味を定義します――「しみやしわや、そのようなものが何もない」。これが意味するのは、暗闇やこの欺かれた被造物のしるしがその中に何もないということです―― 一言で言うと、絶対的に真実でないものは何もないということです。


  こうしたことはみな、あなたにとってとてもひどいことに聞こえるかもしれません。あなたたちの中には、「どうしてこんなことを自分たちに話すのだろう？」と言う人もいると思います。私はあなたたちに向かって話しているのと同じくらい、自分に向かって話しているのです。聖霊はあなたや私の中で何をしようとしておられるのでしょう？聖霊は一方で、とても不純な私たちのあの性質から、私たちを解放しようとしておられます。他方、聖霊は私たちの中に主の性質をもたらそうとしておられます。霊なる主は、透明なガラスのようになるまで、その金を純化しようとしておられます。その金は自然の金とは全く違います。ガラスのように透明な金を見たことのある人はだれかいるでしょうか？窓のように透けて見える金はどうでしょう？私は世界の多くの地域でたくさんの金を見ましたが、そのようなものは見たことがありません！これは天然のものではなく神聖です。天然の私たちはこうではありませんが、恵みによって私たちはこうなります。別の比喩を用いると、「雪よりも白く」なります。今朝あの詩歌を選んだのはそのためです。私が窓からブルムリサルプ山を見ていると、真っ白な雪が日の光の中で輝いているのが見えました。「あの雪より白いものがあるだろうか？」と私は言いました。その時、神の御言葉が来ました、「たとえあなたの罪が緋のようでも、雪のように白くなる」（イザヤ書一章十八節）。後で私たちは都における小羊の地位を見なければなりません。その時、なぜ都が純金のように透明なのかわかるでしょう。


  この黙示録は、教会がついに白い衣で装われて、あの純粋で義なる神の性質を着せられる光景を私たちに示していることがわかります。「彼らは白い衣を着てわたしと共に歩む」（黙示録三章四節）。


  この黙示録のメッセージは、「真実な者」（黙示録三章七節）という御方から来ています。


  親愛なる友よ、主は私たちが真実で純粋で透明な民になることを望んでおられます。ご存じのように、絶対的透明さがなければ交わりは不可能です。都の通り（一つの通りしかありません）は純金である、と御言葉は述べています。絶対的透明さの中で主の民は交わりを持つでしょう。互いに疑いあっている間は、この交わりを持てません。他の人の動機に確信がない間も同様です。また、「さて、彼――あるいは彼女――は何を求めているのでしょう！何かを探り出そうとしているのではないでしょうか！私に対する反対材料を掴もうとしているのではないでしょうか！私はあの人を信用しません。あの人には何か不透明なところがあります」と言わざるえない場合も同じです。これがこの世であることがわかります。このような時には交わりを持つことはできません。黄金の広場で交わることを望むなら、真実で実際的で純粋でないものはすべて除かれなければなりません。


  



  第七章　「大きな高い城壁」


  



  
    「彼は私を霊の中で、大きな高い山へ連れて行き、聖なる都エルサレムが天から出て、神から下って来るのを私に見せたが、それは神の栄光を持っていた。その光は最も尊い宝石のようであり、水晶のように透明な碧玉のようであった。それには大きな高い城壁があり、十二の門があって、その門には十二人の御使いがおり、刻まれた名があった。その名はイスラエルの子たちの十二部族の名である。東に三つの門、北に三つの門、南に三つの門、西に三つの門があった。都の城壁には十二の土台があり、その上には小羊の十二使徒の十二の名があった。（中略）彼がその城壁を測ると、人の尺度、すなわち御使いの尺度で百四十四キュビトであった。城壁は碧玉で築かれていた。」（黙示録二一章十～十四、十七、十八節）

  


  この都とそれに関連するあらゆるものは、イエス・キリストと彼が贖われた教会の象徴的表現であることを、私たちは覚えています。ここにあるものはみな、イエス・キリストの霊的特徴の描写であり、教会において表現されるべき特徴の描写です。ここで私たちは、予表されていたその完全なる成就をまのあたりにします。


  



  なぜ城壁があるのか？


  



  今、私たちは都の城壁に来ます。「大きな高い城壁があった」。その城壁の寸法が与えられています――百四十四キュビト、すなわち十二かける十二です。少しの間、これを心に留めてください。百四十四キュビトという数字の意味をあなたはご存じないと思います。しかし、「この城壁の高さは七十二メートル（二百十六フィート）です」と言えば、これがかなり高い城壁であることがわかるでしょう。この都がこんなに高い城壁を必要とする事実には、とても現実的な意味があります。私が述べたように、それは十二かける十二です。聖書では、十二という数は統治を象徴します。これとの関連で、私たちは十二という数に何度も出くわすことになります。


  ですから、この城壁について熟慮することは、すべてを支配しているものについて熟慮することでもあります。この都の内側に入ってその一部となりうるものを支配しているのは、この城壁が示しているところのものです。あなたが壁を設けるのはなぜでしょう？なぜあなたは自分の家や自分の土地の周りに壁を設けるのでしょう？


  



  境界


  



  その答えは、壁は境界を示す、ということです。壁は土地を分けます。人々があなたの家の方にやって来るかもしれませんが、あなたの壁が彼らの前進を制限します。壁は告げます、「ここまでは構いませんが、これ以上はだめです。外のものはあなたのものかもしれませんが、中のものは私のものです」。この都の城壁も同じです。城壁は神に属するものと属さないものとを決定します。あなたは都の外にあるものを直ちに告げられることになります。それらを見るなら、みな全く神に受け入れられないものであることがわかります。前の章では嘘について述べました。偽りを行う者は都の中に入れない、と述べられています。ですから第一に、城壁は神に属するものと属さないものとの境界です。この城壁を調べて、その土台が何かを見るとき――「あらゆる宝石」です――あなたは象徴的方法で神の性格の多くの面を見ることになります。


  ですから、城壁は神の証しです。第一に、神がどのような御方なのかの証しであり、第二に、神のようであるものだけがこの教会の中に入れるという証しです。


  



  悪からの保護


  



  次に、城壁は「大きくて高い」です。都と同じように、城壁はとても堅固です。これを突き抜けたり、乗り越えたりすることは、あまり容易ではありません。この神の教会の中に、神に反する方法で入ろうとするなら、あなたは神に出くわすでしょう。これに関連して、これは神が住まわれるところである、と述べられています。神の幕屋がここにあり、「神は彼らと共に住まわれる」（二一章三節）と御言葉は述べています。ですから、神がおられるところに入ろうとする者はだれでも、神と会わなければなりません。


  天に行くことについて話す際、私たちはあまりにも不注意だと思います。「あなたは天に行きますか？」とだれかに尋ねるなら、「まあそうですね、そう願います」と彼らは言うでしょう。あなたたちはみな天に行くことを望んでいますが、大きな高い城壁が天を取り巻いています。神と共に住むには、この城壁を通り抜けて、神のおられるところに入らなければなりません。再び言いますが、それは「大きな高い城壁」です。この城壁を乗り越えるのは容易ではありません。


  城壁は神の性質以外の何ものでもありません。十二かける十二に言及したのはこのためです。それは十二重の統治であり、神の性質そのものによる統治です。


  そこで私たちは城壁に関する二番目の点に来ます。城壁は保護のためであり、有害で危険なものをいっさい中に入れないためです。これが神の性質の何たるかです――あらゆる悪に対する防御であり、保護なのです。


  



  どうやって通り抜けるのか？


  



  さて、これに関するとても実際的な点に来ます。ご存じのように、人々は教会の周りに数々の壁を設けています。彼らはその周りに数千の壁を設けています。人が設けた宗派主義の壁があります。また、ルター主義やウェスレー主義といった、特定の人々の名前の壁があります。他にも知っている名をたくさんあげて、もっと続けることができます。教会の中に入ることを望むなら、あなたはこれらの名前の一つの下で入らなければなりません。時には、ある特別な教えという壁の場合もあります。その教えを受け入れないなら、あなたは教会の中に入れません。時には、行動様式に関する規定の場合もあります。その特別な行動様式に合わせなければ、あなたは教会の中に入れません。さて、このようにもっと続けることができます。人が設けた壁がたくさんあります。しかし、私は城壁に関するこれらの節を学んできたので、自分が間違っているとは思いません――人から出たものがこの境界を定めているのを見いだせないのです。


  この城壁に関して何がわかるでしょう？私にわかるのは、イエス・キリストにあって現される神の性質だけです。これだけが神がお認めになる唯一の排他性です。イエス・キリストの性質があなたの中にあるなら、あなたは何の問題もなくこの中に入るでしょう。十二の門には十二人の御使いがいます。あなたが門に来る時、「あなたはどの宗派に属していますか？」「あなたはどの教理体系を信奉していますか？」と尋ねる御使いはひとりもいないでしょう。御使いはあなたや私、そして中に入ることを願う各々の人を見るでしょう。御使いたちは尋ねる必要がありません。何も質問しなくても、彼らには直ちにわかります。なぜなら、彼らが知りたい唯一のことは、「あなたの人生の中にイエス・キリストがおられますか？あなたはどれくらい彼に似ていますか？イエス・キリストはどれくらいあなたの中におられますか」ということだからです。これが、神がおられる所に入るための唯一の判断基準です。あなたは自分の人生の中に主イエス・キリストを受け入れたでしょうか？受け入れた後、自分をさらに十分に占有することを彼に許してきたでしょうか？あなたの人生でキリストは絶えず増し加わってきたでしょうか？これが裁きの規準であり、中に入れるか外にとどまるかを決定するものなのです。


  これは奥義的であり、抽象的である、と思われるでしょうか？では、ごく実際的な話をしましょう。私のようにこの世界を旅してまわると、あなたは多くの人々に出会います。するとある日、あなたはある人に会います。あなたのいる車両にその人が乗り込んで来たのかもしれませんし、どこか他の場所でかもしれません。そこには他の人々もいますが、「彼はクリスチャンにちがいない」「間違いなく彼女はクリスチャンだ」と思わせる何かがその人にはあります。言葉を交わしたわけではなく、その時まで何も言っていません。しかし、やがてあなたは質問を始め、間もなく自分が正しかったことがわかります。この人は神の別の子供です！「そうだとわかっていました！」とあなたは言います。「なぜ私がクリスチャンだとわかったのですか？そうだとは一言も話さなかったのに」「話す必要はありませんでした。あなたが主に属していることが何となくわかったのです。他の人とは全く違う何かがあなたにはあります」。


  さて、これはとても単純ですが、真実ではないでしょうか？このように誰が真に主の民で、誰が主の民ではないのか、あなたは集会で言い当てることができます。これが御使いが門で求めるものです。


  もちろん、これはそれを述べる例証的方法にすぎません。私たちが話しているのは、時間や永遠の中で神と共に住むことです。しかし、神と共に住むことが可能なのは、神の性質が私たちの中にある時だけです。


  私はこの一文を繰り返したいと思います。これだけが神がお認めになる唯一の排他性です。私たちが中にいるか外にいるかは、私たちの中にあるキリストの度量に応じて決まるのです。


  



  神の小羊であるイエス・キリストを尊ぶ


  



  話を終える前に、これは私たちを他の点に導きます。この城壁は小羊の十二使徒の土台の上に据えられている、と述べられています。十二使徒が土台である、とは述べていません。この土台は小羊の十二使徒の土台である、と述べています。使徒たちは主によって「遣わされた者たち」でした。彼らが世に遣わされた時、彼らは何を宣べ伝えたのでしょう？彼らの宣べ伝えの土台は何だったのでしょう？それはこの一言にまとめられます。小羊です。ご存じのように、使徒ヨハネが彼のこの福音書を書いた時、彼は直ちに、「見よ、世の罪を取り除く神の小羊！」（ヨハネによる福音書一章二九節）と書きました。イエス・キリストを宣べ伝えた使徒たちはみな、違う形で神の小羊の福音を宣べ伝えました。この黙示録には、「小羊」という言葉が二十六回出てきます。


  第一に、小羊は罪の除去を意味します。罪の除去――これこそ、神の御前に出ることになるいっさいのものの出発点です。これがこの城壁の土台です。


  次に、罪を取り除く神の小羊だけでなく、この書では別の句も使われています。小羊の結婚です。もちろん、これは奇妙な言葉ですが、何を意味するのでしょう？結婚とは何でしょう？それは二者の間で結ばれる契約であり、愛の契約です。小羊の結婚が意味するのはまさに次のことです。すなわち、小羊の血によって契約が結ばれ、その契約が私たちを主イエスに結合するのです。それは私たちに対する彼の永遠の愛の契約であり、彼の犠牲のゆえに彼を永遠に愛するという私たちの契約です。小羊の結婚は、キリストとその教会の間の永遠の愛の契約です。この契約の中に入った者だけが、永遠に神の中に住むことになるのです。


  この書の終わりに来ると、小羊の命の書があります。これは何でしょう？これも絵図にほかなりません。私たちが天に着く時、文字どおり本が開かれることになるとは思いません。もちろん、小さな子供向けの詩歌のように、これについて述べている詩歌もあります。


  



  「公明正大なあの書の中に

  私の名は記されているでしょうか？」


  



  第一次世界大戦中、私は軍隊と一緒に地中海に出かけました。そして日曜の夜、礼拝のために兵士たちの大きな集会を開きました。そこには帰還した千二百名の傷病兵がいました。「さてみなさん、何を歌いましょう？」と私たちはよく言ったものです。毎回彼らがどの詩歌を最初に選んだかわかるでしょうか？「かしこで巻物が読み上げられる時、私はそこにいるでしょう」です！この思想は全く正しいです。しかし、小羊の命の書がまさに意味するのは、イエス・キリストを信じる信仰によってあの永遠の命を受け入れた人々の記録なのです。


  さて、これもとても実際的なことです。ある日、主イエスがこの地上におられた時、大群衆が彼の周りに集まりました。その中には、十二年間病を患っている哀れな女がいました。彼女は自分の生計をすべて医者に費やしましたが、だれも彼女を助けられませんでした。彼女はこの大群衆の外側に立ち、人をかきわけて進み始めました。彼女はあちこち押しのけました。福音書の筆者が言うには、「彼の衣に触れさえするなら、私は健やかにされる」（マタイによる福音書九章二一節）と彼女は自分に言い聞かせていました。多くのゴタゴタの後、彼女はようやく彼の後にたどり着き、手を伸ばして彼の衣の裾に触れました。すると直ちに彼女は健やかにされました。しかし、イエスは振り向いて、「わたしに触ったのは誰か？」と言われました。弟子たちは言いました、「群衆があなたに群がっているのをご覧になっているのに、『わたしに触ったのは誰か？』と仰るのですか」。しかしイエスは言われました、「だれかがわたしに触れました。力がわたしから出て行くのを感じたのです」（ルカによる福音書八章四六節）。「力」は「命」の別の言葉です。命が彼から出て、この女に流れ込みました。女は隠れていられないことを悟りました。この新しい命は彼女にとって大いなるものだったので、彼女は前に進み出て、主の御前で地面にひれ伏して告白しました。イエスは言われました、「娘よ、あなたの信仰があなたを救ったのです。平安の中を行きなさい」（改訂訳欄外）。


  小羊の命の書に名前があるということは、命が彼から出て、彼を信じる信仰によって私たちの中に流れ込んだということです。ご存じのように、命がご自身から出てだれか他の人に流れ込む時、主イエスはそのことをご存じです。だれかが信仰によってご自身に触れ、ご自身の神聖な命を受ける時、彼はそのことをご存じです。彼は言われました、「わたしが来たのは、彼らが命を持つためです」（ヨハネによる福音書十章十節）。私たちが彼を信じる信仰によって彼の所に行き、彼の命を受ける時、それは天に記録されます。


  弟子たちが任務から主イエスのもとに戻って来た時、彼らは言いました、「主よ、悪鬼どもですら私たちに服従します」。しかし彼は言われました、「そのことで喜んではいけません。あなたたちの名が天に記されていることを喜びなさい」。最も大いなることは、私たちの名を天に記されることです。これは、私たちのためにご自身の命を与えられた神の小羊である主イエスの命を受けることにかかっています。ここにいるすべての人の名が小羊の命の書に記されていることを望みます！罪の病からあなたを癒せる医者は一人もいません。しかし、主イエス・キリストを信じる信仰を表明するなら、罪の病から癒してもらえます。小羊の命の書の中にあるのは、信仰を表明した人たちです。


  私たちが教会とイエス・キリストに属しているかどうかを決めるのはこれです。この絵図を用いると、これらの門を通って都の中に入れるかどうかを決めるのはこれです――私たちが神の小羊であるイエス・キリストをどれだけ尊ぶかです。こういうわけで私たちは歌います。


  



  「教会は勝ち誇って歌う、

  小羊こそふさわしい！と。」


  



  第八章　イエス・キリストにある神の恵みの多面的な豊かさ


  



  
    「都の城壁の土台は、あらゆる宝石で飾られていた。」（黙示録二一章十九節）

  


  以下の節はこの節の解説です。


  
    「こういうわけで、すべての悪と、すべての悪巧みと、偽善と、ねたみと、すべての悪口とを捨て去りなさい。生まれたばかりの赤子のように、悪巧みのない霊の乳を慕い求めなさい。それによって、あなたたちが成長して救いへと至るためです。あなたたちは、主が恵み深いことを味わっているのですから。人には捨てられたが、神には選ばれた尊い生ける石である主のもとに来て、あなたたちも生ける石として霊の家に建造されなさい。そして、聖なる祭司の体系となって、イエス・キリストを通して、神に受け入れられる霊のいけにえをささげなさい。なぜなら、聖書にこう書かれているからです。『見よ、わたしはシオンに、選ばれた尊い隅の頭石を据える。彼に信頼する者は、決して辱められることがない』。こういうわけで、信じるあなたたちには尊いものです。」（ペテロ第一の手紙二章一～七節）

  


  
    「彼の中で、私たちは彼の血を通しての贖い、すなわち違反の赦しを受けています。これは、彼の恵みの豊かさによります。」（エペソ人への手紙一章七節）

  


  
    「それは、キリスト・イエスの中で、私たちに対する慈愛の中の彼の恵みの卓越した豊かさを、来たるべき時代に示すためでした。」（エペソ人への手紙二章七節）

  


  
    「すべての聖徒の中で最も小さい私に、この恵みが与えられたのは、キリストの計り知れない豊かさを（中略）宣べ伝えるためです。」（エペソ人への手紙三章八節）

  


  
    「どうか彼が、その栄光の豊かさにしたがい、力をもって、その霊を通して、あなたたちの内なる人を強めてくださいますように。」（エペソ人への手紙三章十六節）

  


  
    「それともあなたは、神の慈愛があなたを悔い改めに導くことを知らないで、その豊かな慈愛と寛容と辛抱強さを軽んじるのですか？」（ローマ人への手紙二章四節）

  


  
    「栄光へとあらかじめ用意しておられたあわれみの器に、彼の栄光の豊かさを知らせようとされました。」（ローマ人への手紙九章二三節）

  


  
    「ああ、神の知恵と知識との富は、なんと深いのでしょう！その裁きはなんと計り知れず、その道はなんと究めがたいのでしょう！」（ローマ人への手紙十一章三三節）

  


  さて、最初の節に戻らなければなりません。黙示録二一章十九節「都の城壁の土台は、あらゆる宝石で飾られていた」。


  



  黙示録に示されている神の働きの目標


  



  新約聖書の書物の順番は書かれた順番ではないことを、あなたたちはご存じだと思います。歴史的順序は、現在の順序とはだいぶ異なります。黙示録は最後に書かれた本ではありませんが、この配列には神聖な秩序があります。これこそ、聖霊の統治の実際的しるしです。書物が現在のような形にまとめられた時、おそらく人々は自分たちが何をしているのかわかっていなかったでしょう。しかし、執筆時に霊感を与えられた神の霊が、その配列をも支配されました。この黙示録が適切な場所にあることを、すべての人が認めます。黙示録は全聖書の結論であり、究極的完成です。その支配的特徴は、主イエスの再臨です。「わたしはすぐに来る」という言葉が、この書のすべての区分を支配しています。また、ほぼ結語であるとも言えるのが、「御霊と花嫁は言う、来たりませ」（二二章十七節）です。この書全体、その全区分を最も支配しているのは、主イエスのパースンです。彼は多くの名で呼ばれています。神の言葉、忠実で真実な証人、王の王、主の主、等々。これらの名はみな、一度しか出てきません。しかし、何度も繰り返し出てくる名があり、その名が最初から最後までこの本のすべての区分を支配しています。その名は「小羊」です。神の小羊であるイエスが、この書全体を支配しています。ですからこの書は、十字架のイエス・キリストの力と権威と栄光の記録なのです。彼の苦難の効力により、彼は教会の中で、また諸国民の間で、至高の地位についておられます。


  ですからこの書は、十字架を通られたキリスト、つまり苦難と死を通られたキリストを示しています。苦難と死を通った御方のすべてが、ここのこの書では、教会の中に複製されています。これまで見てきたように、教会はここでは都という象徴で示されています。この都は、苦難と死を通られたキリストのあらゆる特徴を体現している教会なのです。


  ヘブル人への手紙十二章二二、二三節の御言葉を、あなたたちに思い出してもらわなければなりません。


  
    「しかしあなたたちは、シオンの山に、生ける神の都である天のエルサレムに、無数の御使いたちの宇宙的集会に、天に登録されている長子たちの教会に、来ているのです。」

  


  生ける神の都は長子たちの宇宙的集会であり、天に登録されている長子たち――言い換えると、小羊の命の書に名を記されている者たち――の教会であることがわかります。ヘブル人への手紙は黙示録と一致します。


  ですから、この黙示録、特にこの最後の数章は、教会の中で神が今なさっている働きの目標を示しているのです。それは私たちに、神はいま信者たちの間で何をしようとしておられるのか、また神の働きの目標が何か、教えてくれます。神の働きの目標は、最終的に教会においてキリストを完全に啓示することです。この声明は私たちにとってとても重要な声明です。なぜなら、これは次のことを意味するからです。すなわち、神が私たちの人生を握っておられ、私たちが真に聖霊の統治の下にある以上、神は私たちの一生を通して私たちの間である働きをしておられるのです。その働きの結果、新エルサレムが象徴的に示している特徴がすべて、私たちの中にも見られるようになります。


  



  「あらゆる宝石」


  



  この都の多くの面についてはすでに考察したので、最後に私たちは城壁に来ます。「都の城壁の土台は、あらゆる宝石で飾られていた」。城壁は、イエス・キリストにある神の恵みの多面的な豊かさを示しています。これらの宝石をすべて読み上げることはしませんでしたが、ざっと目を通すなら、それらがいかに尊いか、またなんと様々な尊さがここに示されているのか、わかるでしょう。碧玉、サファイヤ、玉髄など。最後はアメジスト（紫水晶）であることに気がつくでしょう。


  昔、イギリスの田舎に小さなメソジスト教会があり、人々が集会を開いていました。老いた農夫が学びのために黙示録のこの二一章を読み、宝石に関する箇所に来ました。彼の顔が次第に興奮を帯びてくるのを皆が見ました。彼は読み始めました、「第一の土台は碧玉、第二はサファイヤ、第三は玉髄……」。彼はますます興奮してきました。「第四は緑玉、第五は……、第六は……、第七は……、第八は……、第九は……、第十は……、第十一は……、第十二はメソジストです！」。さて、これは興奮してしかるべきことです。このアメジストの記述の中に自分を入れることができたら、実に栄光なことでしょう！


  すでに述べましたが、これらの宝石はみな、イエス・キリストにあって私たちに与えられる神の恵みの多面的な豊かさを示しています。この神の恵みの多くの面を理解することは全く不可能です。こういうわけで、彼の恵みの豊かさ、彼の栄光の豊かさ、キリストの計り知れない豊かさに関するこれらの節を読んだのです。また、「こういうわけで、信じるあなたたちには尊いものです」というペテロの言葉を読んだのも、そのためです。しかしおそらく、二つの点に注意するなら、私たちはもう少しよくこれを理解できるでしょう。


  



  ヤコブに対する神の恵み


  



  御言葉はここで、都には十二の門があった、と述べています。「その上には、イスラエルの子らの十二部族の名が記されていた」（十二節）。次にこう述べています、「都の城壁には十二の土台があり、その上には小羊の十二使徒の十二の名があった」（十四節）。さて、あなたたち、聖書を学ぶ学生たちよ、この意味をすべて網羅し尽くすことを私に期待しないでください！しかし、この二つの節に関して、一つだけあなたたちに示唆を与えたいと思います。


  門の上にはイスラエルの十二部族の名がありました。パウロはイスラエルに関して、「救われるのは残された者である」（ローマ人への手紙九章二七節）と私たちに告げています。今は全イスラエルが退けられているかもしれませんが、残された者は救われるでしょう。最終的にイスラエルが現されることになるでしょう。しかし、その根拠及び手段は何でしょう？私があなたたちに示す意義はこうです。すなわち、イスラエルの十二部族はヤコブから発しましたが、ヤコブはその地位を占めるのにふさわしい男ではなかった、ということです。人格者ならだれでも、ヤコブを尊敬したりしません。彼は欺く者であり、他のだれかを犠牲にして自分の利益ばかり求める人でした。自分の欲しいものを手に入れさえするなら、他の人がどんな損失や損害を被ろうとヤコブには関係ありませんでした。ヤコブの人生の初期の年月は、読むのが嫌になる物語です。「ヤコブはなんとさもしい卑劣漢だろう！」とあなたは言います。そして、「虫けらのヤコブよ」（イザヤ書四一章十四節）と預言者が言う時、あなたは同意します。もともとヤコブにはあまり美点はありませんでした。それなのになぜ、ヤコブは聖書の中で偉大な地位を占めるようになったのでしょう？なぜ彼の名はヤコブからイスラエル、すなわち「神の皇子」に変えられたのでしょう？その答えはただ一つ、主権的恵みです！「あわれみの器」とするために、神がこの男を捕らえられたのです。神のあわれみと恵みがこのような性格の男を捕らえるのを見る時、私たちは神のあわれみと恵みを知ります！「ああ、神の知恵と知識との富は、なんと深いのでしょう！その裁きはなんと計り知れず、その道はなんと究めがたいのでしょう！」。


  



  十二部族に対する神の恵み


  



  この男だけでなく、十二部族もそうです。昔のイスラエルの歴史はなんという悲劇と失敗と恥の歴史でしょう！この民によって神の忍耐が極限まで試されました。ある時、神はモーセに言われました、「脇に立っていなさい！わたしは彼らを滅ぼして、あなたから別の国を建てよう」。ある日、モーセ自身も叫びました、「おまえたち、反逆者どもよ！おまえたちのために私がこの岩から水を出さなければならないのか？」。そうです、イスラエルの十二部族の物語は、長きにわたる恐ろしい物語です。しかし、彼らの名が新エルサレムの門の上にあります。たとえこれに他の意味があったとしても、私はこう強く確信しています。すなわち、これはイエス・キリストにある言い尽くしがたい神の恵みを証ししているのです。「信じるあなたたちには尊いものです」。イスラエルの残りの者は信じるでしょう。そして、聖なる都の中にいるようになるでしょう。ですからヤコブ自身の場合であれ、十二人の息子たちや十二部族の場合であれ、ここには最終的に神の主権的恵みに対するこの証しがあるのです。


  



  私たちに対する神の恵み


  



  どうしてこれが聖書の最後に記されているのでしょう？それは、あなたには希望があること、そして私にも希望があることを告げるためです。ヤコブや十二部族に対する神の恵みは、私たちにとっても十分なほど大きいのです。この教会・都は、神の恵みの計り知れない豊かさに対する偉大な記念碑なのです。


  こういうことには、常に警告の注意があります。使徒パウロはクリスチャンたちに対して、神の恵みから落ちないよう気をつけなさい、と警告しました。ローマ人への手紙二章四節「あなたたちは神の豊かな慈愛と寛容と辛抱強さを軽んじるのですか？」。この恵みがこんなにも偉大なものである以上、それから落ちるのはとても恐ろしいことにちがいありません。


  



  弟子たちに対する神の恵み


  



  城壁の土台の上には小羊の十二使徒の名がありました。さて、これには、私が話そうとしている以上の意味があります。しかし私は確信していますが、これは次のことを意味します。


  私はペンテコステ以前のこの十二人の物語を読みました。それはあまり幸いな物語ではありません。彼らは互いに争ってばかりいる人たちであり、彼ら全員の中にヤコブの性質――他人を犠牲にして自分のために利益をはかろうとする性質――がありました。彼らの中の二人が、他の者たちに隠れて、母親と一緒にやって来ました。彼らは家族ぐるみで小さな陰謀をたくらんでいました。母親は自分の二人の息子のために大きな野心を抱いており、息子たちもその野心に陥っていたのです。それで他の弟子たちが見ていない時に（ご覧のように、これがヤコブです！）彼らは主イエスのところにやって来ました。母親は言いました、「主よ、お願いがあります。約束していただけないでしょうか？」。しかし、イエスは常にこういうことに警戒しておられました――「あなたの望みをわたしに言いなさい。それから、その望みをかなえるかどうか言いましょう」。そこで母親は言いました、「主よ、あなたの王国に入られる時、この子をあなたの右の座に、この子をあなたの左の座につけていただけないでしょうか？私の二人の息子に、王国で最高の二つの位を与えていただけないでしょうか？」。イエスは言われました、「それはわたしが与えるものではなく、御父が賜るものです」。しかし、これで一件落着したわけではありませんでした――この物語はこれで終わったのではありません。他の弟子たちがこれを聞いた時、「奴らは自分たちの地位を横取りしようとした！」と激怒したのです。


  さて、この弟子たちについて次のようにさらに続けることもできます――この物語がどう終わったのか、あなたはご存じです！彼らの間で第一の者が、きわめて激しく主イエスを三度も否んだのです。「あなたは彼らの一人です！」と言われた時、「あなたが何のことを言っているのか、私にはわかりません」と彼は言いました。次に、「あなたは彼と一緒にいました」と後で言われた時、「そんな人は知りません」と彼は言いました。使徒たちのリーダーともあろう者がこれほど卑劣になろうとは、信じがたいことです！「こんな人には何の望みもない」と私たちはきっと言うでしょう。他の者たちも大して変わりません。なぜなら、彼らは彼を見捨てて逃げ去った、と御言葉は述べているからです。それにもかかわらず――彼らの名が城壁の土台の上にあります！最終的に、彼の恵みの豊かさが彼らにおいて現されます。ペテロはペテロなりの方法で恵みを必要とします――彼が碧玉に対応するのかどうかはわかりません――ヨハネはヨハネなりの方法で恵みを必要とします――おそらく、彼はサファイヤに対応します。彼らはみな、彼らなりの特別な方法で、神聖な恵みの何らかの形を必要とします。


  これは私たち全員にも言えます。私の性質は、ある特別な方法で、神聖な恵みを必要とします。ここにいる各々の人も、何らかの特別な方法で、神の恵みを必要とします。しかし、イエス・キリストにある神の恵みは、私たち全員の必要を特別な方法で満たすことができます。最終的に、アメジストであれ「メソジスト」であれ、私たちは都の中にいるでしょう。


  私たちは計り知れない恵みの豊かさの一端に触れたにすぎません。しかし今この時から、私たちがイエス・キリストにある神のこの素晴らしい恵みに、さらに感謝するようになりますように。


  



  第九章　神聖ないのち


  



  
    「耳のある者は、御霊が諸教会に言われることを聞くがよい。勝利を得る者には、神の園にある命の木から食べさせよう。」（黙示録二章七節）

  


  
    「また彼は、水晶のように輝く命の水の川を私に見せた。それは神と小羊の御座から、通りの中央を流れていた。その川のこちら側にも向こう側にも命の木があって、十二の実を結び、その実は毎月みのり（中略）自分の衣服を洗う者たちは幸いである。彼らは命の木への権利を持ち（中略）もしだれでもこの預言の書から何かを取り去るなら、神は命の木から、また聖なる都から、その者の分を取り去られる。」（黙示録二二章一、二、十四、十九節）

  


  



  命の木の場所


  



  こうして、この聖書の最後の章により、私たちは直ちに聖書の最初に連れ戻されます。そして、自分が命の木の前にいることに気づきます。この文脈から、万物の終局は発端に対応することがわかります。しかし、もちろん、大きな違いがあります。終局は、発端の意義の完全なる実現です。命の木というこの象徴的な形で、私たちは代々にわたる主要な問題に直面します――この問題があらゆる時代を取り巻いています。この最後の箇所で、イエスがご自身のことを「アルファでありオメガである（中略）最初であり最後である」（十三節）と言われる時、彼はご自身のことを命の木として述べておられます。命の木は最初のものであり、最後のものです。


  しかし最初、命の木は園の中央にありましたが、人は決してそれにあずかりませんでした。その木にあずかるには、ある条件がありました。その条件とは信仰と従順でした。人はこの条件を満たすことに失敗し、神を信じず、神に従わなかったため、命の木の前から取り除かれました。次に神はその木を保護して、信仰と従順に欠ける人はそれにあずかれないようにされました。


  もちろん、これらは霊的原則であり、象徴的方法で示されています。神聖な命というこの問題は、歴史上至高の問題です。この神聖な命を人が受けるか否か――これはすべての時代を貫いている問題です。人の永遠の運命はこの問題に基づいて決定されます。これが創造における神の至高の目的でした。この命は神の命であり、神聖な命です。それはその神聖な性質のためです。ご自身の命をご自身の被造物と分かち合うこと、これが神の願いであり、目的でした。


  この木があった場所には、象徴的にとても大きな意味があります。それは神のパラダイスの中央にありました。神聖な命というこの問題は、被造物のまさに中心にあり、万物の中で中心的な地位を占めています。これが万物を支配しています。


  



  霊的死


  



  この命が人に提供されました。人がこの神聖な命を受け入れることが、神の御思いであり、願いでした。しかしすでに述べたように、それには信仰と従順という条件がありました。人はこの二つのものに欠けていたため、この神聖な命に決してあずかりませんでした。ですから神は事実上、「この種の人はわたしの神聖な命を決して得ることはありません」と仰せられました。そして死と、死の君が、この領域とこの種の人を支配しました。死という言葉で聖書が意味しているところのものが、不信仰な人々からなる全被造物を支配しています。不従順は不信仰の純然たる側面です。人が「信じます」と言う時、「それを従順によって示しなさい！」と神は言われます。霊的死は不信仰と不従順の証拠です。


  霊的死が何か知りたいなら、聖書はそれをとても明確にしています。霊的死は神からの分離です。神はこの命の源であり、神からの分離は命の源そのものからの分離を意味します。


  しかし、これは十分な説明ではありません。霊的死の効果は何でしょう？それは、何ものも神から離れるなら決して完成に至らない、ということです。そこそこ進めるだけで、それ以上進めません。イギリスの墓場では、棺の上に石を据えます。この墓石の多くは柱の形をしており、ある程度の高さがありますが、そこから先は折れています。これが言わんとしているのは、「この人の生涯はここまで達したけれども、それ以上進めなかった」ということです。神から離れた命は、決して成熟に達しません。


  かつて一大無神論者がいました。自分は多くのことを知っている、と彼は思っていました。彼は哲学に関する自分の素晴らしい知識を誇り、いわゆる「自由思想家」として有名になりました。そして彼の死ぬ日が来ましたが、彼は死の床で精神的苦しみの中にありました。彼の最後の言葉は、「私は暗闇の中に落ちてゆく！」でした。この人生でどれだけ獲得するかは関係ありません。もし神から離れているなら、それはみな後に残されるのです。神から離れているものは、何ものも完成に至れません。これが霊的死のしるしです。


  



  代々にわたる戦場


  



  さて、信仰と従順は死から脱出する道です。ですから、この信仰と従順という問題は、代々にわたる戦場でした。信仰の戦場以上に大きな戦場はありません。この大問題は、神の御子の受肉で頂点に達しました。御子にあって肉において現された神の目的全般は、この問題を取り上げて永遠に解決することでした。「最後のアダムが戦いと救いのために来てくださった」。


  ですからこの問題はみな、神の御子を信じる信仰と彼に対する従順な生活の問題に帰着します。これが永遠の命への道です。さて、この木はたんなる木ではなく、ひとりの御方であることがわかります。この御方は神の御子イエス・キリストです。私たちはこれまで、天から出て下ってくるこの新エルサレムについて考察してきましたし、その多くの特徴がどのようにイエス・キリストの特徴を表しているのかを見てきました。今、最後に近づきつつある私たちが見るべきは、都の特徴は命の木と川にすべて集約される、ということです。都が表しているものはみな、木と川というこの最終的なものの中に見ることができます。そして、この木と川は、命の木と命の水の川です。


  



  神聖な命の実際的性質


  



  ここではっきりと強調して申し上げたいのですが、この命はとても実際的なものです。天然の命もそうです。だれかの命のために戦うことがいかに大変なことか、私たちは知っています。医学的備えや外科的看護からなる膨大な手だてが、この一事にすべて注ぎ込まれています。そして、この広大な活動領域がこの一事――命――の上に集中しています。何であれ、すべては命を救うためです。みすぼらしい体の小さな命にすぎないかもしれませんが、この命を救うためだけに、医学や看護の手だてが総動員されます。命というこの問題には、なんと凄まじく多くのものが関係しているのでしょう！この命が死ぬ時、活動とエネルギーと配慮はすべて終わります。


  命というこの問題は、私たちをたいそう忙しくさせられます。あなたたちの大部分は、偉大な宣教士であるデイビッド・リビングストンについて聞いたことがあると思います。数年前、私は彼の生誕百周年を祝う祝会のための働きに携わっていました。ご存じのように、ほとんど丸一年間、私たちはその準備のために日夜忙殺されました。ロンドンで一番大きな公会堂を借り、カンタベリー大司教から同席の約束をもらい、特別なオラトリオを作曲し、デイビッド・リビングストンの特別な伝記を書いてもらいました。なんとまあ、激務だったことか！ある日、一緒に働いていた人が私に言いました、「故デイビッド・リビングストンは死んでなんかいません！彼はその活力で依然として私たちを鼓舞しているのです！」


  さて、命はとても実際的なものであることがわかります。電気はとても実際的なものです。私がその実演をするまでもありません！それを証明したいなら、電球を取り外してスイッチを押し、そこに親指を入れてみなさい。あそこの電球にそうするなら、次の瞬間、あなたはもう一方の角に座っているでしょう。そして、あなたは電気の実際性を信じるでしょう。


  さて、この話をしたのは要点に達するためです。これがすべて天然の命にあてはまる以上、神聖な命はなおさらにちがいありません！神聖な命は凄まじく実際的です。それは私たちが受け取るものであるだけでなく、私たちの中にある力です。使徒パウロはこれに関して重大な言葉の一つを述べています。「私たちの内に働くその力にしたがって、私たちが求め、また思うすべてを、遙かに超えて豊かに行うことのできる方」（エペソ人への手紙三章二〇節）――「遙かに」……「遙かに豊かに」……「遙かに超えて豊かに」……「私たちの内に働くその力にしたがって、（中略）遙かに超えて豊かに」。これは聖霊によるこの神聖な命の力です。


  



  神聖な命を制限すること


  



  さて、この都の各部は神聖な性質の表現であること、また、それはイエス・キリストのパースンの中で私たちにもたらされることを、私たちは見てきました。神聖な性質に反するものがある所はどこでも、それは死であって命ではありません。この都のいくつかの特徴を思い出してください。


  すでに述べたように、それは水晶のように透明です。それを通して見ることができます――暗いものは何もありません。それは透明な金のようである、と御言葉は述べています。これは絶対的正直さ、絶対的真理、絶対的な心の純粋さを示す象徴にほかなりません。絶対的に正直で真実で透明でないものがある所には、命はありません。もしあなたが私や他の人を欺こうとするなら、また私があなたを欺こうとするなら、それは私たちの内にある神聖な命をひどく制限するでしょう。もしクリスチャンである私たちが自分たちの仕事に関して絶対的に正直でないなら、私たちは自分たちの内にある神の命に逆らって働いているのです。もし私たちのキリスト教がたんなる口先だけで現実のものでないなら、その中に命はありません。これ以上言う必要はないと思います。神がおられるこの場所には、暗くて不正直なものは全くありません。神にとって忌むべきものである、と聖書に述べられているものがいくつかあります。前に指摘しましたが、嘘は神にとって忌むべきものです。また、高慢も忌むべきものである、と聖書は述べています。「主は高慢な者を遠くから知られる」（詩篇一三八篇六節）。高慢は神に近づくことはできません。高慢とは何でしょう？それは真実ではないことを信じさせることです。


  この都に関するもう一つの点を見ましょう。理想的には、都は秩序の象徴です。真の都では、すべてが適切な秩序の中にあります。また、その支配下にあるものはすべて秩序づけられています。神は秩序の神です。無秩序は神の性質に反します。個人生活であれ、家庭であれ、教会であれ、どこであれ、無秩序は神の性質に反します。無秩序は不法であり、あらゆる不法はサタンから来ます。サタンは「この世の君」（ヨハネによる福音書十四章三〇節）と呼ばれています。さて、世をご覧なさい！世の状況を説明するには一語しかありません。混沌です。絶えずますます、混沌がこの世を覆いつつあります。この世の君が、彼の世の至るところに、無秩序を生み出しつつあります。神聖な命の領域では、この命が自分の道を進んでいるかぎり、秩序があります。なぜなら、あなたの個人生活の中に秩序をもたらすのは神聖な命だからです。真の秩序が全く見られない無秩序な生活を見る時、「この人の内で神聖な命が苦しんでいる」と言わざるをえません。主の民の群れの中に無秩序がある時、この命が制限されていることがよくわかります。「それらの民の間に行っても、私は自分の命が新鮮にされるのを感じられません」と言わざるをえません。物事が神聖な秩序の中にあるとき、あなたは常に命を感じます。


  



  神聖な命の実り豊かさ


  



  この命に関してあと二点だけ述べます。神聖な命は常に実り豊かです。この木は命の水の川のそばに植わっており、あらゆる実を結ぶことがわかります。七十歳だろうと、八十歳だろうと、百歳だろうと関係なく、毎月実を結びます。自然の木が毎月実を結ぶのを見たことはありません！これは、実がみのり続けることを意味します。神聖な命は決して老いません。これは何を意味するのでしょう？「実とはどういう意味でしょう？」とあなたたちは言います。命は影響力です。この命の水は、何らかの方法で、周囲に影響を及ぼします。そしてこの影響力は、緑の葉や多くの実の中に見られます――「この水はこの領域全体に大きな影響を及ぼしている！」と言わずにはいられません。もし私たちがこの命を自分の内に本当に持っているのなら、私たちの生活には影響力があるでしょう。私たちの生活は私たちの周囲にあるものに効力を及ぼすでしょう。


  



  私たちの生活における主イエスの地位


  



  今回の最後の点です。都は統治の座であり、命の水の川は御座から流れ出ることがわかります。ですから、すべてを生み出すのは御座なのです。この意味はおわかりでしょう！それは神と小羊の御座です。一言で言うと、それはイエス・キリストの絶対的主権を意味します。万物のまさに中心に、イエス・キリストの統治があります。この統治は彼の十字架の効力によるものであり、小羊としてです。他のものはみな、イエス・キリストの占める地位に全くかかっており、私たちがどれだけ彼に自分を委ねるかに全くかかっています。もし私たちが自分を全く主に委ね、彼が全く主であるなら、命が流れるでしょう。そして、命に関して述べたことが、私たちの間で実現されるでしょう。それはイエス・キリストへの絶対的明け渡しの証しになるでしょう。


  



  第十章　イエス・キリストにある神の恵みの偉大さ


  



  聖書朗読：詩篇五一篇


  
    「わたしイエスは、わたしの使いを遣わして、諸教会のためにこれらのことをあなたたちに証しした。わたしはダビデの根また子孫であり、輝く明けの明星である。」（黙示録二二章十六節）

  


  聖書がダビデに関する言葉で終わっているのは、とても素晴らしいことだと思います。あなたたちも私に同意すると思います。このまさに終わりの箇所で、「わたしイエスは（中略）ダビデの根また子孫である」と私たちの主は仰せられます。「根として、ダビデはわたしから出ました。子孫として、わたしはダビデから出ました」。ここで主がご自身をイエスという単純な名で呼んでおられるのはこのためです。「わたしイエスは、わたしの使いを遣わした」。さて、使徒たちや新約の教師たちは、ほとんどこの御名を使いませんでした。なぜなら彼らは、彼のことをほとんどいつも、主イエス、私たちの主イエス・キリストとして述べていたからです。彼らが「イエス」という御名を使うのは、とてもまれでした。なぜなら、これは彼の復活と高揚の前の名だったからです。「イエス」は彼の謙卑の名であり、私たちのために死なれた方、私たちのために罪とされた方の名でした。「イエス」が救い主の御名でした。「あなたは彼の名をイエスと呼びなさい。彼は自分の民を罪から救うからです」（マタイによる福音書一章二一節）。「イエス」は、「ご自身を低くして、死に至るまで、実に十字架の死に至るまでも従順になられた」方の御名でした（ピリピ人への手紙二章八節）。そして、この万物のまさに中心で、彼は「わたしイエスは」と仰せられます――「わたしイエスは（中略）ダビデの根また子孫である」。


  ダビデ！この名は多くのことを私たちに想起させます。ダビデはイスラエル最大の王でした。しかし、彼の偉大さは何に基づいていたのでしょう？私たちはあの詩篇を読みましたが、あなたたちは冒頭の碑文に気がついたでしょうか？こう書いてあります。


  



  
    「ダビデの詩篇

    彼がバテ・シェバのもとに通った後に、

    預言者ナタンが彼のもとに来た時」

  


  



  この詩篇は聖書の中で最も恐ろしいものです！この詩篇は、自分の罪のために、またその恐るべき性質のゆえに、心を砕かれた人の詩篇です。あなたはこの話を覚えているでしょうか？


  ウリヤという名の人がいて、彼にはとても美しい妻がいました。イスラエルが戦いに出た時のことです。ダビデは自分の軍隊と一緒に出かけるかわりに、屋上に上って、そこからとても美しい女を見ました。彼の内側に情欲がわき起こり、彼は言いました、「私はこの女を手に入れなければならない！彼女はすでにウリヤに嫁いでいるが、どうにかして私は彼女を得なければならない」。そこで彼は自分の将軍たちに言いました、「ウリヤを軍隊の前線に出し、前進して敵に当たらせなさい。次に、敵が攻撃してきたら、軍隊を後退させてウリヤを一人だけ残しなさい」。彼らはこれを行いました。そしてもちろん、この計画は成功しました。ウリヤは殺され、ダビデの将軍たちは戻って来て、「ウリヤは死にました」と言いました。ダビデはウリヤの妻バテ・シェバのところに使いを遣わして、「ウリヤは死にました。来て、私の妻になりなさい」と言いました。こうして計画どおりダビデはバテ・シェバを手に入れましたが、主は預言者ナタンに言われました、「ダビデのところへ行き、このたとえ話をしなさい。羊を一匹しか持っていない貧しい人と、羊をたくさん持っている人とがいた。ところが、羊をたくさん持っている人が、貧しい人のものだった小羊を奪ってしまった」。ダビデがこの物語を聞いた時、怒りが内側に燃え上がり、「そんなことをする人は死に値する。その人は死ななければならない」と言いました。そこでナタンは言いました、「あなたがその人です！」。ダビデは計画的に殺人を犯しました。ご存じのように、そうすることによって、彼は罪のための主のいけにえの適用を受けられなくなったのです。モーセを通して与えられた神の律法は、それを除くあらゆる罪のためのいけにえを用意していました。偶然だれかを殺してしまった人や、意図せずにだれかを殺してしまった人のためのいけにえすらありました。しかし、熟慮して計画の上で殺人を犯した人には、何のいけにえもありませんでした。それは「血の咎」と呼ばれており、そのためのいけにえを神は何も用意されませんでした。そのような人が供え物や、いけにえと全焼の供え物を持って来たとしても、神はそれを全く喜ばれませんでした。これが詩篇五一篇でダビデが陥っていた状況です。


  「神よ、あなたの慈愛にしたがって、私をあわれんでください。（中略）私の咎を私から全く洗い去り、私の罪から私を清めてください。（中略）私の罪は、常に私の前にあります。私はあなたに、ただあなたに、罪を犯し、あなたの御目に悪であることを行いました。（中略）ヒソプをもって私を清めてください。そうすれば、私は清くなります。私を洗ってください。そうすれば、私は雪よりも白くなります。（中略）私をあなたの御前から投げ捨てず、あなたの聖なる霊を私から取り去らないでください。（中略）神よ、私の救いの神よ、私を血の咎から救ってください。（中略）たとえ私がささげても、あなたはいけにえを喜ばれません。全焼の供え物を喜ばれません」。


  ダビデは言います、「私にはささげられるものが何もありません。私は神の備えを受けられなくなってしまいました。あるものがなければ、私の状況は全く絶望的です。そのあるものとは、あなたの恵みです」。


  さて、聖書が「わたしはダビデの根また子孫である」で終わっているのは素晴らしいことだと思わないでしょうか？別の言い方をすると、神の恵みは最悪の罪よりも大きく、希望のない人に対しても十分である、と述べて聖書は終わります。この後、神はダビデを大いなる者とされたので、彼の名は歴史上もっとも大いなる名の一つです。これは素晴らしいことだと思います。


  ソロモンは、この女バテ・シェバの二番目の息子でした。「ソロモン」という名は私たちにとって、聖書中最大の栄光を意味します。イエスご自身、これをお認めになるでしょう。彼は「栄華の中にあったソロモン」（マタイによる福音書六章二九節）について話されましたが、「ソロモンより大いなる者がここにいる」（マタイによる福音書十二章四二節）と言われました。第一に、ダビデのような罪を犯した人から、ソロモンのこの素晴らしい偉大さが生じました。これをどう説明できるでしょう？これは「ソロモンより大いなる者がここにいる」ためです。イエスがソロモンより偉大なのはどうしてでしょう？彼は、罪の中に最も深く落ち込んでしまった人さえも引き上げて、栄光の内に最も高い所に引き上げることができるからです。これは実に偉大です！これは、イエスにあって私たちにもたらされた神の恵みの偉大さです。


  「わたしイエスは、わたしの使いを遣わして、諸教会のためにこれらのことをあなたたちに証しした」。教会におけるイエスの最大の証しとは何でしょう？それは、「彼の恵みの卓越した豊かさ」（エペソ人への手紙二章七節）とパウロが呼んでいるものです。


  ですから、私たちの黙示録の学びは、この大いに高貴な輝かしい調べで終わります。「わたしはダビデの根また子孫である」。イエスがご自身をダビデと関係づけておられるのを思い浮かべてください！これは全く恵みです！


  しかし、ダビデにはある考えがあったことを思い出してください。「私の罪のためにモーセによって備えられているいけにえは何もありませんが、イエスによって備えられているいけにえがあります」。ダビデは言いました、「あなたはいけにえを喜ばれません。（中略）あなたは全焼の供え物を喜ばれません。神へのいけにえは、砕かれた霊。砕かれた、悔いた心。神よ、あなたはそれをさげすまれません」。


  これが言わんとしていることは自明です。それはあまりにも偉大で、あまりにも素晴らしいため、言葉にできません！イエス・キリストにある神の恵みはなんと偉大なのでしょう！恵みへの道は、私たちに行える働きや、私たちにささげられる供え物によりません。砕かれた、悔いた心によります。この心はイエスの十字架に来て、他のいかなるいけにえも除き去れない罪のための神のいけにえをそこに見いだします。


  ですから、私たちは歌います。


  



  
    「豊かな恵みがあなたにはあります、

    私の罪をすべて覆う恵みが。」

  


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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